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年　月 スタンド ローリー カード

令和元年8月 103.82 94.03 100.97 
令和元年9月 102.70 94.02 101.34
令和元年10月 103.19 94.14 101.46

軽油価格情報
全国平均価格：円／リットル（消費税抜き）
▶全日本トラック協会調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

122
（＋8）

44
（－7）

27
（－2）

4
（－1）

197
（－2）

交通事故死者数（人）

10月31日現在 11月28日現在

2,531
（－265）

2,835
（－261）

全国の死亡
事故件数

2,466
（－266）

令和元年10月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ
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全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

11
月
19
日
、
自
由
民
主
党
本

部
で
開
催
さ
れ
た
「
自
由
民

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
カ
ー

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ

ム
等
を
使
用
・
注
視
し
な
が

ら
自
動
車
の
運
転
を
行
う

「
な
が
ら
運
転
」
の
罰
則
強

化
等
を
図
っ
た
道
路
交
通
法

の
一
部
改
正
が
、
12
月
１
日

に
施
行
さ
れ
た
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
運

転
時
の
携
帯
電
話
使
用
等
に

付
す
る
反
則
金
や
違
反
点
数

が
同
日
か
ら
引
き
上
げ
ら

れ
、
大
型
車
の
場
合
、
①
運

転
中
に
通
話
（
保
持
）
や
画

像
注
視
（
保
持
）
を
し
た
場

合
＝
６
か
月
以
下
の
懲
役
ま

た
は
10
万
円
以
下
の
罰
金
、

反
則
金
２
万
５
千
円
・
違
反

点
数
３
点
、
②
「
な
が
ら
運

転
」
で
交
通
の
危
険
を
生
じ

さ
せ
た
場
合
＝
１
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は
30
万
円
以
下
の

罰
金
、
直
ち
に
刑
事
手
続
き

お
よ
び
違
反
点
数
６
点
（
免

許
停
止
）
―
―
と
な
る
。
罰

則
の
改
正
内
容
は
表
の
通
り
。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
、
11
月
16
日
か
ら
令
和
２

年
１
月
10
日
の
期
間
で
実
施

中
の
第
59
回
「
正
し
い
運
転

・
明
る
い
輸
送
運
動
」
に
お

い
て
も
「
携
帯
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
使
用
禁
止
の
徹
底
」

を
重
点
項
目
の
ひ
と
つ
に
掲

げ
て
い
る
ほ
か
、
本
紙
10
月

１
日
号
に
チ
ラ
シ
を
同
封
す

る
と
と
も
に
ポ
ス
タ
ー
を
折

り
込
み
、
同
ポ
ス
タ
ー
を
全

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
な
ど
し
て
、「
な
が
ら

運
転
」
の
抑
止
を
強
く
呼
び

か
け
て
い
る
。

主
党
政
務
調
査
会
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推

進
・
道
路
調
査
会
」（
竹
下

亘
会
長
）
に
出
席
し
、
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の
要
望

に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

全
ト
協
か
ら
は
、
坂
本
克

己
会
長
、
浅
井
隆
副
会
長
、

桝
野
龍
二
理
事
長
が
出
席
し

た
。

　

会
で
は
冒
頭
、
佐
藤
信
秋

Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・
道
路
調
査
会

会
長
代
行
が
、「
本
日
は
全

ト
協
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、

出
席
者
の
皆
様
か
ら
ご
意
見

を
頂
戴
し
、
道
路
改
革
実
現

に
向
け
て
ご
意
見
を
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
そ
の
後
、
浅
井
全
ト
協

副
会
長
と
桝
野
全
ト
協
理
事

長
が
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

か
ら
の
最
重
点
要
望
事
項
に

つ
い
て
説
明
を
実
施
（
写
真

㊧
）。
坂
本
会
長
は
出
席
議

員
に
対
し
て
「
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
に
と
っ
て
利
用
し

や
す
い
形
で
の
道
路
網
整
備

を
お
願
い
し
た
い
」
と
、
会

場
に
集
ま
っ
た
議
員
に
対
し

て
力
強
く
訴
え
た
。

　

池
田
豊
人
国
土
交
通
省
道

路
局
長
が
、
道
路
行
政
を
取

り
巻
く
最
近
の
情
勢
に
つ
い

て
説
明
を
行
っ
た
後
、
出
席

議
員
に
よ
る
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。
議
員
か
ら
は
「
台

風
19
号
の
際
に
は
中
央
自
動

車
道
が
通
行
止
め
に
な
っ
た

結
果
、
東
名
高
速
道
路
に
迂

回
し
た
車
両
が
多
く
な
り
、

物
流
は
大
き
な
影
響
を
受
け

た
。
特
に
、
被
災
地
に
対
す

る
水
や
食
料
な
ど
の
緊
急
物

資
輸
送
が
困
難
に
な
っ
た
」

「
い
ま
だ
に
暫
定
２
車
線
区

間
が
多
く
、
物
流
面
で
ネ
ッ

ク
に
な
っ
て
い
る
。
改
善
に

向
け
て
、
も
っ
と
声
を
上
げ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

「
高
速
道
路
が
４
車
線
化
さ

れ
る
こ
と
で
、
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
は
ス
ト
レ

ス
軽
減
に
繋
が
り
、
安
全
面

で
も
効
果
が
期
待
で
き
る
」

と
い
っ
た
道
路
網
整
備
に
対

す
る
意
見
が
上
が
っ
た
ほ
か
、

「
高
速
道
路
料
金
の
大
口
・

多
頻
度
割
引
は
、
高
速
道
路

と
い
う
重
要
イ
ン
フ
ラ
を
合

理
的
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た

め
の
割
引
。
割
引
50
％
枠
堅

持
は
も
ち
ろ
ん
、
割
引
恒
久

化
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
」
な
ど

の
高
速
道
路
料
金
割
引
に
関

す
る
意
見
、
ま
た
「
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
働
き
方
改

革
を
進
め
る
面
か
ら
い
っ
て

も
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
拡
充
は
非
常
に

重
要
で
あ
る
」
な
ど
の
意
見

が
上
が
っ
た
。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

11
月
22
日
、
警
察
庁
交
通
局

の
北
村
博
文
局
長
に
対
し
て

「
大
型
免
許
等
の
受
験
資
格

の
見
直
し
に
関
す
る
要
望

書
」を
提
出
し
た
。
当
日
は
、

全
ト
協
の
坂
本
克
己
会
長
、

工
藤
修
二
副
会
長
（
交
通
対

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

11
月
29
日
、
自
由
民
主
党
本

部
で
行
わ
れ
た
自
由
民
主
党

自
動
車
議
員
連
盟
（
額
賀
福

志
郎
会
長
）
自
動
車
政
策
懇

談
会
に
他
の
自
動
車
関
係
団

策
委
員
長
）、
桝
野
龍
二
理

事
長
が
同
庁
を
訪
問
、
要
望

書
を
手
渡
し
、「
大
型
第
二

種
免
許
の
受
験
資
格
に
つ
い

て
、
年
齢
要
件
、
経
験
年
数

要
件
を
引
き
下
げ
る
際
に

は
、
大
型
免
許
お
よ
び
中
型

免
許
に
つ
い
て
も
、
相
応
の

体
と
と
も
に
出
席
し
、
令
和

２
年
度
税
制
改
正
・
予
算
に

関
す
る
最
重
点
要
望
事
項
の

説
明
を
行
っ
た
（
写
真
㊧
）。

　

冒
頭
、
額
賀
自
民
党
自
動

車
議
連
会
長
が
あ
い
さ
つ
に

引
き
下
げ
措
置
を
講
じ
ら
れ

た
い
」
と
要
望
し
た
。

　

現
在
、
政
府
で
は
、「
規

制
改
革
実
施
計
画
」
お
よ
び

「
自
動
車
運
送
事
業
の
働
き

方
改
革
の
実
現
に
向
け
た
政

府
行
動
計
画
」
に
お
い
て
、

第
二
種
免
許
受
験
資
格
に
関

し
検
討
中
。
ま
た
、
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
業
界
か
ら
は
、
少

子
化
等
を
背
景
に
ド
ラ
イ
バ

ー
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る

等
の
理
由
か
ら
、
年
齢
要
件

お
よ
び
経
験
年
数
要
件
の
引

き
下
げ
に
つ
い
て
の
見
直
し

要
望
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
も

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

が
深
刻
化
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
高
齢
化
の
進
行
も
懸
念
さ

れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
国
民
生
活
の
基
盤
と

な
る
物
流
を
維
持
し
、
将
来

性
の
あ
る
若
手
ド
ラ
イ
バ
ー

を
確
保
し
て
い
く
た
め
、
同

要
望
を
実
施
し
た
。

立
ち
、「
自
動
車
業
界
は
わ

が
国
経
済
を
け
ん
引
す
る
存

在
。
関
係
団
体
の
皆
様
方
か

ら
の
ご
要
望
を
し
っ
か
り
と

伺
い
、
今
後
に
向
け
て
の
対

応
を
的
確
に
行
っ
て
ま
い
り

た
い
」
と
語
っ
た
。

　

全
ト
協
か
ら
は
、
坂
本
克

己
会
長
と
桝
野
龍
二
理
事
長

が
出
席
。
坂
本
会
長
は
「
良

質
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
く
上
で
、
道
路
対
策

は
何
よ
り
も
大
事
。
運
送
事

業
者
が
使
い
や
す
い
形
で
の

制
度
設
計
を
お
願
い
し
た

い
」と
力
強
く
語
っ
た
上
で
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
現
状

や
、
高
速
道
路
料
金
に
お
け

る
大
口
・
多
頻
度
割
引
50
％

枠
の
堅
持
な
ど
、
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
か
ら
の
最
重
点
要

望
事
項
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

最
後
に
細
田
博
之
自
動
車

議
連
幹
事
長
（
自
民
党
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
会

長
）
が
、「
自
動
車
関
連
税

制
の
見
直
し
は
、
今
後
に
向

け
て
の
大
き
な
課
題
に
な
っ

て
く
る
。
自
動
車
議
連
と
し

て
も
、今
後
も
精
進
を
重
ね
、

要
望
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
」
と
述

べ
た
。

事
業
者
が
使
い
や
す
い
道
路
を
要
望

自
民
党
自
動
車
議
員
連
盟
自
動
車
政
策
懇
談
会

大
口
・
多
頻
度
割
引
50
％
枠
堅
持
等

自
民
党
政
務
調
査
会
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・
道
路
調
査
会

表  罰則の改正内容 ※大型車（普通車以外）の場合

改正前 改正後

運転中に通話や
画像注視をした
場合（※ 1）

罰則：5万円以下の罰金 罰則：6か月以下の懲役
または 10万円以下の罰金

反則金：7,000 円 反則金：25,000 円

違反点数：1点 違反点数：3点

「ながら運転」
で交通の危険を
生じさせた場合
（※ 2）

罰則：3か月以下の懲役
または 5万円以下の罰金

罰則：1年以下の懲役
または 30万円以下の罰金

反則金：12,000 円 直ちに刑事手続きへ

違反点数：2点 違反点数：6点
※ 1：携帯電話使用等（保持）：①通話（保持）②画像注視（保持）
※ 2： 携帯電話使用等（交通の危険）: ①通話（保持）②画像注視（保持）③画像注

視（非保持）――することによって交通の危険を生じさせる行為

「
大
型
免
許
等
の
受
験
資
格
見
直
し
を
」

警
察
庁
北
村
交
通
局
長
へ
要
望

全ト協 　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、
令
和
２

年
度
税
制
改
正
・
予
算
等
の
論
議
が
本
格

化
す
る
の
に
合
わ
せ
て
、
現
在
要
望
活
動

を
活
発
に
展
開
し
て
い
る
。
11
月
19
日
に

は
、「
自
由
民
主
党
政
務
調
査
会
Ｉ
Ｔ
Ｓ

推
進
・
道
路
調
査
会
」（
竹
下
亘
会
長
）

に
対
し
て
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の
最

重
点
要
望
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た

ほ
か
、
同
29
日
に
は
「
自
民
党
自
動
車
議

員
連
盟
」（
額
賀
福
志
郎
会
長
）
自
動
車

政
策
懇
談
会
に
お
い
て
要
望
事
項
を
説

明
。
坂
本
克
己
会
長
を
先
頭
に
、
要
望
内

容
の
実
現
を
目
指
し
て
精
力
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

税
制
改
正
・
予
算
要
望
大
詰
へ

坂
本
会
長
先
頭
に
積
極
的
に
展
開

11
月
29
日

11
月
19
日

全ト協

大
型
車

反
則
金
・
違
反
点
数
大
幅
引
上
げ
へ

12
月
１
日
か
ら
「
な
が
ら
運
転
」
厳
罰
化

ス
マ
ホ
・
カ
ー
ナ
ビ
等
の
使
用
・
注
視
に
関
す
る
罰
則
強
化

警察庁

北村局長（右）に「大型免許等の受験資格の見直しに関する要望書」を手渡す坂
本会長（中央）と工藤副会長（左） 坂本克己会長

額賀　福志郎
自動車議連会長

細田　博之
自動車議連幹事長
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

　夜間、あなたはサービスエリアで休憩後、前車に続いて出口に向
かって走行しています。道路には高速バスに戻ろうとする歩行者が
います。この場面にはどのような危険がありますか。また、危険を避
けるためにはどのような運転をすればよいでしょうか。考えてみま
しょう。

状 

況

〔第 117回〕「サービスエリア内の駐車場」

（解説・３面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☜
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～数字編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶  高速自動車国道においては、道路標識等で指定されていな
い区間での最低速度は時速60キロである。（ ○・× ）

❷  交差点の側端または道路のまがりかどから5メートル以内は
駐停車禁止である。（○・× ）

❸  横断歩道とその手前から50メートル以内は追越し禁止であ
る。（ ○・× ）

❹  進路変更時の合図は、進路を変えようとするときの約3秒前
に出す。（ ○・× ）

❺  積載できる貨物の長さは、自動車の長さの1.1倍までであ
る。（ ○・× ）

（解答は７面）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
、
平
成
30
年
度
「
大
型
車

の
車
輪
脱
落
事
故
発
生
状

況
」
を
受
け
て
国
土
交
通
省

か
ら
通
達
が
発
出
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、「
令
和
元
年
度

緊
急
対
策
」
を
実
施
す
る
。

　

平
成
30
年
度
の
ホ
イ
ー
ル

・
ボ
ル
ト
折
損
等
に
よ
る
大

型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
発
生

件
数
は
81
件
（
う
ち
人
身
事

故
３
件
）
と
３
年
連
続
で
増

加
し
て
お
り
、
ピ
ー
ク
と
な

っ
た
16
年
度
の
87
件
に
迫
る

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

全
ト
協
で
は
表
の
通
り
実

施
事
項
を
掲
げ
、
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
対
し
、
会

員
事
業
者
へ
の
周
知
徹
底
を

要
請
し
て
い
る
。

倉
庫
業
青
年
経
営
者
協
議
会

　
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

青
年
部
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青

年
部
会（
結
城
賢
進
部
会
長
）

は
11
月
15
日
、
倉
庫
業
青
年

経
営
者
協
議
会
（
倉
青
協
・

野
口
英
徳
会
長
）
と
の
意
見

交
換
会
を
開
催
し
た
。

　

同
意
見
交
換
会
は
、
全
ト

協
青
年
部
会
が
推
進
す
る
他

団
体
青
年
組
織
と
の
交
流
の

一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も

の
で
、
全
ト
協
青
年
部
会
か

ら
は
結
城
部
会
長
な
ど
正
副

部
会
長
ら
12
人
が
、
倉
青
協

か
ら
は
野
口
会
長
な
ど
10
人

が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
結
城
全
ト
協
青

年
部
会
長
よ
り
、「
そ
れ
ぞ

れ
の
業
界
が
抱
え
る
課
題
を

共
有
し
、
さ
ら
に
発
展
で
き

る
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
野
口

倉
青
協
会
長
が
「
倉
庫
業
者

も
ト
ラ
ッ
ク
事
業
を
行
っ
て

い
る
者
も
多
く
、
胸
襟
を
開

い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
課

題
を
共
有
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　

続
い
て
参
加
者
が
４
班
に

分
か
れ
、「
各
業
界
が
抱
え

る
課
題
（
生
産
性
向
上
や
人

材
不
足
な
ど
）
の
共
有
と
解

決
策
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
実
施
。
そ
の
後
班
ご
と
に

発
表
を
行
い
、
課
題
の
共
有

を
図
っ
た
。

認
定
事
業
者
を
12
月
13
日
に

　
　
　
全
ト
協
Ｈ
Ｐ
で
公
表

２
０
１
９
年
度
Ｇ
マ
ー
ク

事
業
所

　

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適

正
化
事
業
実
施
機
関
で
あ
る

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
11

月
26
日
、「
２
０
１
９
年
度
安

全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー

ク
事
業
所
）」
の
公
表
等
の

予
定
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

　

12
月
13
日
㈮
11
時
頃
に
、

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ

Ｐ
）
で
認
定
事
業
所
の
事
業

所
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を

公
表
す
る
。
ま
た
、
同
日
に

評
価
結
果
通
知
書
を
簡
易
書

留
に
て
発
送
す
る
ほ
か
、
認

定
事
業
所
に
対
し
て
は
認
定

証
を
授
与
す
る
。

「
自
家
用
燃
料
供
給
施
設  

　

整
備
支
援
事
業
助
成
金
」

　
　
　
　
　

 　
追
加
募
集

12
月
２
日
〜
27
日

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
、
令
和
元
年
度
「
自
家
用

燃
料
供
給
施
設
整
備
支
援
事

業
助
成
金
」
の
追
加
募
集
に

つ
い
て
、
12
月
２
日
㈪
か
ら

27
日
㈮
ま
で
実
施
す
る
。

輸
送
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
向
け
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
冊
子
を
作
成

「
運
送
約
款
の
ポ
イ
ン
ト
」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
ト
ラ

ブ
ル
防
止
に
向
け
た
『
標
準

貨
物
自
動
車
運
送
約
款
』
の

ポ
イ
ン
ト
」「
知
っ
て
お
き
た

い
宅
配
便
の
ル
ー
ル
『
標
準

宅
配
便
運
送
約
款
』
の
ポ
イ

ン
ト
」
を
作
成
し
た
（
写
真

㊧
）。

　
「
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
向
け
た

『
標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約

款
』
の
ポ
イ
ン
ト
」
は
荷
主

を
対
象
に
制
作
し
た
も
の

で
、
運
送
を
依
頼
す
る
上
で

お
客
様
に
理
解
し
て
い
た
だ

き
た
い
ル
ー
ル
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
く
説
明
。
ま
た
、

「
知
っ
て
お
き
た
い
宅
配
便

の
ル
ー
ル
『
標
準
宅
配
便
運

送
約
款
』
の
ポ
イ
ン
ト
」
は

一
般
消
費
者
向
け
に
制
作
。

運
送
約
款
の
内
容
や
、
荷
物

の
損
傷
や
滅
失
、
配
達
の
遅

延
な
ど
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
て
お

り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
研
修
ツ

ー
ル
と
し
て
も
活
用
で
き
る
。

　

ま
た
、
標
準
運
送
約
款
の

理
解
促
進
と
、
運
送
上
の
ト

ラ
ブ
ル
に
対
し
標
準
運
送
約

款
に
基
づ
い
た
適
切
な
対
応

を
行
う
た
め
に
、
ト
ラ
ブ
ル

事
例
に
対
す
る
対
応
例
を
整

理
し
た
冊
子
「
標
準
貨
物
自

動
車
（
宅
配
便
）
運
送
約
款

Ｑ
＆
Ａ
冊
子
」
も
合
わ
せ
て

作
成
し
た
（
写
真
㊨
）。

　

な
お
、
両
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

と
Ｑ
＆
Ａ
冊
子
は
全
ト
協
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
る
。

緊
急
物
資
輸
送
担
当
者
を　

　
　
　
対
象
に
研
修
を
実
施

緊
急
物
資
輸
送
体
制
の

確
立
を
図
る

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

11
月
28
日
・
29
日
の
２
日

間
、
令
和
元
年
度
「
緊
急
物

資
輸
送
担
当
者
研
修
」
を
全

ト
協
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。

　

こ
れ
は
、
緊
急
物
資
輸
送

体
制
の
確
立
を
図
る
と
と
も

に
、
担
当
者
の
知
識
習
得
を

促
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
て
い
る
も
の
。

　

今
回
は
、１
日
目
（
28
日
）

に
は
岩
手
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
佐
々
木
隆
之
専
務
理
事

が
、
東
日
本
大
震
災
（
平
成

23
年
）
発
生
時
の
災
害
物
流

へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
。
ま

た
、
熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
吉
住
潔
専
務
理
事
が
、
熊

本
地
震
（
28
年
）
発
生
時
に

お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
す
る
な
ど
、
大
規
模
災

害
発
生
時
に
お
け
る
対
応
を

取
り
上
げ
た
。
ま
た
、
２
日

目
（
29
日
）
に
は
各
都
道
府

県
ト
協
か
ら
の
参
加
者
が
６

班
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
討

議
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
お
け
る
輸
送
体
制
へ
の

理
解
を
深
め
た
。

（
12
月
1
日
〜
12
月
31
日
）

▽
12
月
４
日

・
第
48
回
引
越
部
会

▽
12
月
５
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
１
８
３
回
理
事
会

▽
12
月
11
日

・
第
７
回
引
越
事
業
者
優
良
認
定

制
度
審
査
委
員
会

▽
12
月
12
日

・
第
38
回
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

安
全
性
評
価
委
員
会

▽
12
月
20
日

・
第
47
回
物
流
政
策
委
員
会

▽
12
月
23
日

・
第
48
回
物
流
政
策
懇
談
会

　

主
な
助
成
要
件
は
、
指
定

数
量
（
１
０
０
０
㍑
）
以
上

の
軽
油
専
用
タ
ン
ク
の
設
置

を
伴
う
自
家
用
燃
料
供
給
施

設
の
新
設
、
増
設
ま
た
は
増

設
を
伴
う
代
替
を
行
い
、
平

成
31
年
４
月
１
日
〜
令
和
２

年
２
月
29
日
ま
で
に
各
市
町

村
（
ま
た
は
地
区
消
防
組
合

等
）
よ
り
危
険
物
取
扱
所
の

「
完
成
検
査
済
証
」
の
交
付

を
受
け
、
当
該
設
備
の
支
払

い
を
完
了
す
る
も
の
。

　

助
成
金
額
は
、
軽
油
タ
ン

ク
の
新
設
（
設
置
１
か
所
分

の
み
）
が
１
０
０
万
円
、
軽

油
タ
ン
ク
の
増
設
お
よ
び
増

設
を
伴
う
代
替
が
30
万
円
。

助
成
金
予
算
は
３
０
０
０
万

円
で
、
追
加
募
集
期
間
内
に

申
請
額
が
予
算
を
超
過
し
た

場
合
に
は
、
そ
の
時
点
で
受

付
を
終
了
す
る
。

　

助
成
対
象
者
は
会
員
事
業

者
・
協
同
組
合
・
連
合
会
。

平
成
20
〜
26
年
度
お
よ
び
28

〜
30
年
度
に
、
全
ト
協
か
ら

同
事
業
に
よ
る
助
成
金
の
交

付
を
受
け
た
会
員
事
業
者
・

協
同
組
合
・
連
合
会
は
助
成

対
象
外
で
、
交
付
申
請
は
年

度
内
１
施
設
限
り
。

　

実
施
要
領
、
申
請
方
法
な

ど
の
詳
細
は
全
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
。

台
風
19
号
被
災
地
の
宮
城
県

丸
森
町
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
実
施

宮
城
県
ト
協
仙
南
支
部

青
年
部

　

宮
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
仙

南
支
部
青
年
部
で
は
11
月
９

日
、
台
風
19
号
に
よ
っ
て
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
丸
森
町

で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
っ
た
。

　

同
青
年
部
か
ら
は
８
人
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
。

浸
水
し
た
家
で
の
後
片
付
け

な
ど
に
あ
た
っ
た
（
写
真
）。

　

同
青
年
部
で
は
、
継
続
的

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
く
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、

今
後
の
取
り
組
み
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

 表　 「令和元年度緊急対策」実施事項　　
● 日程に余裕を持った計画的な冬タイヤの交換の実施。
● 車輪脱落事故防止のための４つのポイント（※）の実施に
ついて周知。特に脱落の多い左後輪のタイヤについては重
点的に点検を実施するよう啓発。

● タイヤの交換作業は、正しい知識を有した者に実施させる
よう周知。
●著しく錆びたホイール・ボルト、ナット、ディスクホイール
では、適正な締め付け力が得られないため、点検・清掃
を行っても錆が著しいディスクホイール、スムーズに回ら
ないボルト、ナットは使用せず、交換するよう周知。特に、
初度登録年から４～６年経過する車両は、重点的に確認
するよう啓発。

● 増し締めをやむを得ず車載工具で行う場合の実施方
法やその際の締付トルクの確認は、必ず帰庫後時に
トルクレンチを使用して確認するよう周知。
※４つのポイント
１． ホイール・ナットの規定トルクでの確実な締め付け
２． タイヤ交換後、50 ～100km 走行後の増し締めの

実施
３．日常（運行前）点検における確認
４．ホイールに適合したボルトおよびナットの使用

意見交換会であいさつする全ト協青年部会
の結城部会長

車
輪
脱
落
事
故
防
止
の
た
め　

「
令
和
元
年
度
緊
急
対
策
」実
施

実
施
事
項
の
徹
底
呼
び
か
け

令和元年度「緊急物資輸送担当者研修」（11
月28日・29日、全ト協）
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　
　

【
解
説
】結
論
を
先
に
申
し
上
げ
る
と
、

本
人
の
過
失
で
保
険
給
付
が
認
め
ら

れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
即
使

　

休
業
補
償
責
任
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。
先
日
、
会
社
の
ド
ラ
イ
バ

ー
が
仕
事
中
の
交
通
事
故
で
負
傷

し
、
労
働
基
準
監
督
署
に
休
業
補

償
給
付
を
請
求
し
た
と
こ
ろ
、
事
故

が
本
人
の
道
路
交
通
法
違
反
が
原

因
で
生
じ
た
も
の
だ
と
し
て
支
給
制

限
を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
会
社
に
対
し
、

「
代
わ
り
に
そ
の
分
、
休
業
４
日
未

満
に
つ
い
て
と
同
様
、
労
働
基
準
法

に
基
づ
く
休
業
補
償
を
し
て
ほ
し

い
」
と
い
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

労
災
保
険
給
付
が
認
め
ら
れ
な
い
と

い
う
こ
と
は
使
用
者
に
責
任
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
要
求
に
応
じ

る
必
要
は
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

 第193回 

労災の休業補償が支給
制限、使用者の責任は

用
者
の
責
任
免
除
と
は
な
ら
ず
、
支

払
わ
ず
に
済
む
よ
う
に
す
る
に
は
一
定

の
手
続
き
を
経
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
う
し
な
い
と
、
休
業
補
償
が

必
要
な
事
態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

以
下
、
そ
の
あ
た
り
の
法
律
上
の
基

本
的
な
事
柄
を
お
話
し
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
労
基
法
で
は
第
76
条
で
、

労
働
者
の
業
務
上
の
負
傷
・
疾
病
に

つ
い
て
、
療
養
の
た
め
に
働
く
こ
と
が

で
き
ず
賃
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合

に
は
、
平
均
賃
金
の
６
割
の
休
業
補

償
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
労
働
者

災
害
補
償
保
険
法
で
は
第
14
条
で
、

休
業
４
日
目
か
ら
１
日
当
た
り
給
付

基
礎
日
額
の
６
割
相
当
額
を
支
給
す

る
と
定
め
て
い
ま
す
（
休
業
開
始
３

日
分
は
使
用
者
に
補
償
責
任
）。
そ
の

う
え
で
、
同
法
は
、
給
付
の
原
因
と

な
る
事
故
が
労
働
者
の
故
意
の
犯
罪

行
為
や
重
大
な
過
失
に
よ
り
生
じ
た

場
合
に
は
、
保
険
給
付
の
全
部
ま
た

は
一
部
を
行
わ
な
い
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
（
第
12
条
の
２
の
２
）。
ち
な

み
に
、
行
政
解
釈
（
昭
和
40
年
７
月

基
発
第
９
０
６
号
、
同
52
年
３
月
基

発
第
１
９
２
号
）
に
よ
る
と
、
同
規

定
は
法
令
（
労
基
法
、
鉱
山
保
安
法
、

道
交
法
等
）
上
の
危
害
防
止
規
定
で

罰
則
の
あ
る
も
の
に
違
反
し
た
場
合

に
適
用
さ
れ
、
対
象
と
な
る
の
は
休
業

（
補
償
）
給
付
ま
た
は
障
害
（
補
償
）

給
付
で
、
支
給
事
由
の
存
す
る
間
、

所
定
給
付
額
の
30
％
が
支
給
制
限
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ご
質
問
に
よ
れ
ば
、
事
故
を
起
こ

し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
道
交
法
違
反

に
よ
る
重
大
な
過
失
が
あ
り
、
上
記

支
給
制
限
を
受
け
て
し
ま
っ
た
と
い
う

わ
け
で
す
が
、
そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
に

労
災
保
険
で
補
償
さ
れ
な
い
部
分
が

あ
る
場
合
、そ
の
分
を
ど
う
す
る
の
か
、

休
業
開
始
３
日
間
と
同
様
、
使
用
者

が
補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と

い
う
疑
問
が
生
じ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
労
基
法
で
は
、
災

害
補
償
規
定
の
例
外
と
し
て
、
第
78

条
で
労
働
者
に
重
大
な
過
失
が
あ
る

場
合
に
は
、
休
業
補
償
ま
た
は
障
害

補
償
を
行
わ
な
く
て
も
よ
い
と
し
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
同
条
に
は
、

使
用
者
が
労
働
者
の
過
失
に
つ
い
て

「
行
政
官
庁
の
認
定
を
受
け
た
場
合
」

と
い
う
条
件
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
つ
ま
り
、
労
災
保
険
の
休
業

補
償
に
つ
い
て
行
政
官
庁
で
あ
る
監
督

署
に
よ
り
支
給
制
限
が
行
わ
れ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
自
動
的
に
使
用
者
の
補

償
責
任
が
免
除
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
認
定
を
受
け
る

に
は
、
労
働
者
の
重
過
失
の
事
実
を

証
明
す
る
書
面
を
添
え
て
、
所
定
の

様
式
に
よ
る
申
請
書
（
様
式
第
15
号
）

を
所
轄
の
監
督
署
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
（
労
基
法
施
行
規
則

第
41
条
）。
な
お
、
申
請
を
す
れ
ば
、

認
定
、不
認
定
の
結
果
が
出
る
ま
で
は
、

使
用
者
は
休
業
補
償
を
拒
む
こ
と
が

で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

取
材
で
各
地
に
行
く
が
、
電
車

の
本
数
が
少
な
い
地
方
は
、
最
寄

り
駅
に
か
な
り
早
く
着
く
こ
と
が

あ
る
。
約
束
の
時
間
ま
で
に
余
裕

が
あ
れ
ば
、
で
き
る
だ
け
駅
か
ら

バ
ス
を
利
用
す
る
。
交
通
費
節
約

と
、
バ
ス
の
車
窓
か
ら
街
並
み
を

見
て
「
景
況
感
や
町
の
特
徴
な
ど

を
感
受
す
る
」
た
め
だ
。
だ
が
、

バ
ス
の
路
線
や
時
刻
は
非
常
に
分

か
り
づ
ら
い
。
バ
ス
会
社
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
事
前
に
調
べ
て
も
、

ど
の
路
線
に
乗
れ
ば
よ
い
か
、
下

車
す
る
停
留
所
が
ど
こ
な
の
か
な

ど
全
く
分
か
ら
な
い
。
結
局
、
バ

ス
会
社
に
電
話
し
て
聞
く
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
。

　

こ
れ
は
初
め
て
の
利
用
者
を
想

定
し
、「
ど
の
よ
う
に
表
記
す
れ

ば
分
か
っ
て
も
ら
え
る
か
」
と
い

う
努
力
を
し
て
い
な
い
か
ら
だ
。

「
利
用
者
に
と
っ
て
は
下
車
す
る

停
留
所
が
目
的
地
」
な

の
に
、
そ
の
よ
う
な
発

想
が
な
い
。
利
用
者
の

利
便
性
で
は
な
く
、
案

内
作
成
者
の
視
点
か
ら

の
「
路
線
案
内
」
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、

遠
方
か
ら
き
た
人
は
タ

ク
シ
ー
の
方
が
便
利
だ

と
思
う
だ
ろ
う
し
、
地

元
の
人
た
ち
の
マ
イ
カ
ー
利
用

に
も
拍
車
を
か
け
る
だ
ろ
う
。

ハ
ー
ド
の
提
供
し
か
考
え
て
い

な
い
こ
と
が
、
路
線
バ
ス
の
乗

客
離
れ
の
要
因
の
１
つ
で
あ
る
。

　

所
要
時
間
と
料
金
、
下
車
す

る
地
点
と
訪
問
先
ま
で
の
距

離
、
当
日
の
天

候
な
ど
が
、
バ

ス
に
す
る
か
タ

ク
シ
ー
が
よ
い

か
を
判
断
す
る

要
素
だ
。
そ
れ

ら
を
総
合
し

て
、
ど
ち
ら
か

を
選
択
＝
妥
協

す
る
の
で
あ
る
。

　

同
様
の
こ
と

は
「
ト
ラ
ッ
ク

運
送
会
社
の
募

集
広
告
」
に
も

当
て
は
ま
る
。

「
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
は
長

時
間
労
働
で
低

賃
金
」
と
い
わ
れ
る
。
全
産
業

平
均
と
比
べ
れ
ば
否
定
で
き
な

い
が
、別
の
視
点
か
ら
見
る
と
、

給
料
が
高
い
か
安
い
か
は
ど
の

よ
う
な
仕
事
内
容
か
に
よ
っ
て

も
判
断
が
違
っ
て
く
る
。
応
募

者
は
「
仕
事
の
内
容
と
労
働
時

間
、
そ
し
て
収
入
の
バ
ラ
ン
ス
か

ら
妥
協
で
き
る
か
ど
う
か
」
を
判

断
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
誤
解
し
や
す
い
の
は「
仕

事
の
内
容
」
だ
。「
仕
事
の
内
容

を
応
募
者
の
立
場
に
立
っ
て
表
現

で
き
て
い
る
か
ど
う
か
」で
あ
る
。

募
集
す
る
側
の
視
点
か
ら
の
説
明

に
な
っ
て
い
な
い
か
。
応
募
者
に
と

っ
て
の
仕
事
内
容
と
は
、「
こ
の
仕

事
に
就
い
た
場
合
に
、
オ
フ
の
時

間
を
ど
う
過
ご
せ
る
か
」
な
の
で

あ
る
。
私
的
に
使
え
る
時
間
帯
と

時
間
の
長
さ
が
そ
の
人
の
生
活
、

す
な
わ
ち
目
的
だ
。
自
分
の
思
う

よ
う
な
毎
日
が
過
ご
せ
て
、
将
来

の
生
活
設
計
が
描
け
る
か
ど
う

か
。
時
間
と
収
入
の
バ
ラ
ン
ス
か

ら
、
多
少
な
ら
時
間
を
犠
牲
に
す

る
、
あ
る
い
は
逆
に
少
し
ぐ
ら
い

は
収
入
を
我
慢
す
る
。「
時
間
と

収
入
の
両
方
を
満
足
で
き
な
く
て

も
、
ど
ち
ら
か
が
妥
協
で
き
る
範

囲
か
ど
う
か
」
が
応
募
の
決
め
手

に
な
る
の
で
あ
る
。

　

長
年
勤
務
し
て
い
る
人
た
ち
に
、

「
仕
事
と
給
料
に
満
足
は
し
て
い

な
く
て
も
、
働
き
続
け
て
い
る
妥

協
点
」
に
つ
い
て
聞
い
て
み
よ
う
。

そ
れ
を
参
考
に
す
れ
ば
、
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
募
集
内
容
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

第
244
回
日常生活が分かる募集内容がよい

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☜
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①自車の左側には、サービスエリア（SA）の駐車ス
ペースから発進しようする車が見えます。一般車
はトラックが近づいてきても「道を譲ってくれる
だろう」と考え、自車の前に出てくることがありま
す。そのため、安易に進行すると駐車スペースか
ら発進してきた車と衝突する危険があります。駐
車スペースから発進しようとする車がいる時は、
無理をせず一時停止して発進してくる車を先に
行かせましょう。

②前車の前には、高速バスに戻ろうとする歩行者
がいます。夜間のSA、パーキングエリア（PA）に
停車している高速バスは、デザインが似通ってい
るケースが多いことから、自分が乗るバスを探し
てウロウロしている歩行者が少なくありません。
歩行者が前車の前に飛び出してきた場合、衝突
を避けようとして前車が急ブレーキを踏んだ時、
漫然と追従していると前車に追突する危険があ
ります。前車の急停止を予測して、しっかり車間
距離をとっておきましょう。

③自分が乗るバスを探している歩行者は、バスの
方に注意が偏り、周囲への注意が疎かになりが
ちです。そのため、自車の接近に気づかず自車の
前に出てくる恐れがあります。夜間のSA・PAを走

①発進してきた車と衝突する危険があります（図１）。
②歩行者と衝突しそうになって、急ブレーキをかけた
前車に追突する危険があります（図２）。

③高速バスに戻ろうとした歩行者と衝突する危険が
あります（図３）。

　夜間、あなたはサービスエリアで休憩
後、前車に続いて出口に向かって走行し
ています。道路には高速バスに戻ろうと
する歩行者がいます。この場面にはどの
ような危険がありますか。また、危険を避
けるためにはどのような運転をすればよ
いでしょうか。考えてみましょう。

図１

図２

図３

行する時は「歩行者が車の前に出てくるか
もしれない」と予測しつつ、自車の周囲に
十分な注意を払いながら、慎重な運転を
心がけましょう。

Ａ 

監
督
署
で
労
働
者
本
人
の

過
失
認
定
受
け
れ
ば
免
除

に
関
す
る
安
全
総
点
検
」
を

12
月
10
日
㈫
か
ら
令
和
２
年

１
月
10
日
㈮
ま
で
実
施
す
る
。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に

お
け
る
重
点
点
検
事
項
は
、

①
健
康
管
理
体
制
の
状
況
、

②
運
転
者
に
過
労
運
転
を
行

わ
せ
な
い
た
め
の
安
全
対
策

の
実
施
状
況
、
③
運
転
者
に

飲
酒
運
転
や
薬
物
運
転
等
を

行
わ
せ
な
い
た
め
の
安
全
対

策
の
実
施
状
況
、
④
車
両
の

日
常
点
検
整
備
、
定
期
点
検

整
備
等
の
実
施
状
況
（
特
に

大
型
自
動
車
の
脱
輪
事
故
防

　

国
土
交
通
省
で
は
、
自
主

点
検
等
を
通
じ
た
安
全
性
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
輸

送
安
全
等
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
、
令
和
元

年
度
「
年
末
年
始
の
輸
送
等

「
年
末
年
始
の
輸
送
等
に
関
す
る

　
　

  　
安
全
総
点
検
」
を
実
施

12
月
10
日
〜
令
和
２
年
１
月
10
日

　

国
交
省
で
は
、
総
点
検
の

実
施
に
よ
る
安
全
確
保
の
徹

底
お
よ
び
総
点
検
実
施
後
の

「
自
主
点
検
表
」
の
提
出
を

呼
び
か
け
て
い
る
。
点
検
実

施
項
目
や
自
主
点
検
表
に
つ

い
て
は
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

 

重
量
超
過
車
両
25
台
に
指

導
警
告
等
を
実
施

１
都
３
県
で
過
積
載
車
両
へ
の

合
同
取
締
を
実
施

　

国
土
交
通
省
は
11
月
21

日
、
首
都
圏
の
18
か
所
で
過

積
載
車
両
に
対
す
る
「
首
都

圏
大
規
模
同
時
合
同
取
締
」

を
実
施
し
、
違
反
車
両
25
台

に
対
し
て
指
導
警
告
等
を
実

施
し
た
と
発
表
し
た
。

　

国
交
省
関
東
地
方
整
備
局

な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
大
型

車
通
行
適
正
化
に
向
け
た
関

東
地
域
連
絡
協
議
会
」で
は
、

道
路
の
適
正
か
つ
安
全
な
利

用
を
促
進
す
る
た
め
に
、
特

に
道
路
構
造
物
を
劣
化
さ
せ

る
主
要
因
で
あ
る
違
法
な
重

量
超
過
車
両
へ
の
取
り
組
み

を
強
化
。
同
日
に
、
東
京
・

神
奈
川
・
千
葉
・
埼
玉
の
１

都
３
県
で
合
同
取
締
り
を
実

施
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
計
測
し
た
車

両
62
台
の
う
ち
、
道
路
法
違

反
が
認
め
ら
れ
た
車
両
25
台

を
確
認
。
11
台
に
措
置
命
令

を
、
ま
た
14
台
に
指
導
警
告

を
実
施
し
た
。

　

同
協
議
会
で
は
、
今
後
も

道
路
イ
ン
フ
ラ
を
守
る
た
め
、

『
重
量
守
り
、
道
路
を
守
ろ

う
』
を
合
言
葉
に
、
大
型
車

両
の
通
行
適
正
化
を
推
進
し

て
い
く
。

 

大
会
期
間
中
の
輸
送
効
率

化
へ
の
取
り
組
み
を
要
請

東
京
２
０
２
０
オ
リ
・
パ
ラ

競
技
大
会
に
向
け

　

国
土
交
通
省
は
11
月
15

日
、
東
京
都
、（
公
財
）
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委

員
会
（
東
京
２
０
２
０
組
織

委
員
会
）、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省
と
の
連
名
で
、

物
流
事
業
者
・
荷
主
企
業
に

対
し
て
「
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
期
間
中
の
物
流

に
係
る
ご
協
力
の
お
願
い
」

を
発
出
し
た
。

　

大
会
期
間
中
は
、
選
手
や

大
会
関
係
者
等
の
道
路
利
用

に
よ
り
、
首
都
高
速
道
路
で

は
１
日
当
た
り
約
７
万
台
の

交
通
量
が
増
加
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
て
い
る
。
何
も
対

策
を
施
さ
な
け
れ
ば
、
首
都

高
速
道
路
に
お
け
る
渋
滞
の

悪
化
や
都
心
に
向
か
う
一
般

道
に
お
け
る
渋
滞
の
発
生
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
東
京
都
、
東
京
２
０
２

０
組
織
委
員
会
、
国
は
、「
２

０
２
０
Ｔ
Ｄ
Ｍ
（
交
通
需
要

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
大
会

開
催
時
の
交
通
量
の
抑
制
や

分
散
、
平
準
化
を
行
う
Ｔ
Ｄ

Ｍ
（
図
）
を
推
進
し
、
円
滑

な
大
会
輸
送
の
実
現
と
経
済

活
動
の
維
持
と
の
両
立
を
目

指
す
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

今
回
発
出
さ
れ
た
文
書
で

は
、
発
側
お
よ
び
着
側
の
荷

主
企
業
と
物
流
事
業
者
が
連

携
し
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
で
の
物
流
効
率
化
に
向

け
た
取
り
組
み
の
実
施
を
要

請
し
て
い
る
。

　

国
交
省
で
は
、
今
後
も
物

流
事
業
者
・
荷
主
企
業
へ
の

働
き
か
け
や
一
般
消
費
者
へ

の
呼
び
か
け
等
、
Ｔ
Ｄ
Ｍ
の

一
層
の
効
果
発
揮
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

止
対
策
お
よ
び
ス
ペ
ア
タ
イ

ヤ
等
の
定
期
点
検
実
施
状

況
）
―
―
の
４
点
。

へ
の
感
染
が
懸
念
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
健
康
診
断
の
機

会
に
も
抗
体
検
査
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、「
風
し
ん
の
追

加
的
対
策
」を
行
っ
て
い
る
。

　

対
象
男
性
の
う
ち
昭
和
47

年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方
は
、
令

和
元
年
度
に
居
住
登
録
さ
れ

て
い
る
市
区
町
村
か
ら
、
風

し
ん
の
抗
体
検
査
と
予
防
接

種
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
送

付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
昭

和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
47

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

に
は
、
令
和
２
年
度
以
降
送

付
を
予
定
し
て
い
る
。

　

な
お
、
今
号
の
『
広
報
と

ら
っ
く
』
に
も
、
風
し
ん
対

策
に
関
す
る
啓
発
チ
ラ
シ

（
写
真
）
を
折
り
込
み
、
周

知
を
図
っ
て
い
る
。

 

高
年
齢
者
が
働
け
る
制
度
の

あ
る
企
業
が
増
加
傾
向
に

令
和
元
年
「
高
年
齢
者
の

雇
用
状
況
」

　

厚
生
労
働
省
は
11
月
22

日
、
令
和
元
年
「
高
年
齢
者

の
雇
用
状
況
」（
６
月
１
日
現

在
）集
計
結
果
を
公
表
し
た
。

　

厚
労
省
で
は
、
高
年
齢
者

が
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
働

き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
生

涯
現
役
社
会
の
実
現
に
向

け
、
65
歳
ま
で
の
安
定
し
た

雇
用
を
確
保
す
る
た
め
の

「
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安

定
等
に
関
す
る
法
律
」
に
お

い
て
、
企
業
に
対
し
て
「
定

年
制
の
廃
止
」
や
「
定
年
の

引
き
上
げ
」、「
継
続
雇
用
制

度
の
導
入
」
の
い
ず
れ
か
の

措
置
（
高
年
齢
者
雇
用
確
保

措
置
）
を
講
じ
る
よ
う
義
務

づ
け
、
毎
年
６
月
１
日
現
在

の
高
年
齢
者
の
雇
用
状
況
の

報
告
を
求
め
て
い
る
。
今
回

の
集
計
結
果
で
は
、
報
告
の

あ
っ
た
従
業
員
31
人
以
上
の

企
業
16
万
１
３
７
８
社
の
状

況
を
ま
と
め
た
。

　

65
歳
ま
で
の
高
年
齢
者
雇

用
確
保
措
置
の
あ
る
企
業
は

16
万
１
１
１
７
社
と
、
全
体

の
99
・
８
％
に
及
ん
で
い
る
。

そ
の
う
ち
、
65
歳
定
年
企
業

は
２
万
７
７
１
３
社
、
同
17

・
２
％
（
前
年
比
１
・
１
ポ

イ
ン
ト
増
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

66
歳
以
上
の
人
が
働
け
る

制
度
の
あ
る
企
業
は
４
万
９

６
３
８
社
、同
30
・
８
％
（
同

３
・
２
ポ
イ
ン
ト
増
）、
70

歳
以
上
の
人
が
働
け
る
制
度

の
あ
る
企
業
は
４
万
６
６
５

８
社
、
同
28
・
９
％
（
同
３

・
１
ポ
イ
ン
ト
増
）
と
、
い

ず
れ
も
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
定
年
制
を
廃
止
し

た
企
業
は
４
２
９
７
社
、
同
２

・
７
％
（
同
０
・
１
ポ
イ
ン

ト
増
）
と
微
増
し
て
い
る
。

 

「
仕
事
休
も
っ
化
計
画
」を
展
開

年
末
年
始
に
合
わ
せ
年
休
の

取
得
を
提
案

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
年
末

年
始
に
合
わ
せ
て
、
計
画
的

な
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
等

を
促
進
す
る
「
仕
事
休
も
っ

化
計
画
」（
写
真
）
を
実
施

す
る
。

　

こ
れ
は
、
平
成
31
年
４
月

に
労
働
基
準
法
が
改
正
さ

れ
、
法
定
の
年
次
有
給
休
暇

付
与
日
数
が
10
日
以
上
の
す

べ
て
の
労
働
者
に
対
し
て
、

毎
年
５
日
間
、
年
次
有
給
休

暇
を
確
実
に
取
得
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
を

受
け
て
の
も
の
。
年
末
・
年

始
の
休
暇
に
年
休
を
加
え
る

な
ど
、
計
画
的
な
年
次
有
給

休
暇
の
取
得
を
促
す
。

　

詳
細
は
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
。

風
し
ん
の
抗
体
検
査
と

予
防
接
種
を
呼
び
か
け

昭
和
37
〜
53
年
度
生
ま
れ
の

男
性
対
象

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
昭
和

37
〜
53
年
度
生
ま
れ
の
男
性

を
対
象
に
、
風
し
ん
の
抗
体

検
査
と
予
防
接
種
を
受
け
る

よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

同
期
間
に
生
ま
れ
た
男
性

に
は
、
過
去
に
公
的
な
風
し

ん
の
予
防
接
種
が
行
わ
れ
て

お
ら
ず
、
罹
患
し
た
場
合
、

本
人
の
感
染
に
限
ら
ず
周
囲
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じ
め
、人
手
不
足
の
深
刻
化
、

労
働
生
産
性
の
伸
び
悩
み
な

ど
、
中
小
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
に
は
厳
し
い
面
も
み
ら

れ
る
。

　

こ
う
し
た
経
済
情
勢
を
踏

ま
え
、
経
産
省
は
、
経
済
産

業
大
臣
お
よ
び
公
正
取
引
委

員
会
委
員
長
の
連
名
に
よ
る

文
書
を
親
事
業
者
な
ら
び
に

関
係
事
業
者
団
体
に
対
し
て

発
出
。
下
請
取
引
の
適
正
化

を
推
進
す
る
た
め
、
下
請
法

の
理
解
と
下
請
代
金
支
払
の

適
正
化
、
働
き
方
改
革
、
災

害
時
に
お
け
る
取
引
条
件
、

消
費
税
の
円
滑
か
つ
適
正
な

転
嫁
の
確
保
等
を
要
請
し
た
。

下
請
取
引
適
正
化

を
要
請

親
事
業
者
約
20
万
社

な
ど
を
対
象
に
実
施

　

経
済
産
業
省
と
公
正
取
引

委
員
会
は
11
月
15
日
、
親
事

業
者
約
20
万
社
お
よ
び
関
係

事
業
者
団
体
約
１
１
０
０
団

体
に
対
し
て
、
下
請
取
引
の

適
正
化
に
関
す
る
要
請
を
行

っ
た
。

　

我
が
国
経
済
は
緩
や
か
な

回
復
基
調
に
あ
り
、
企
業
収

益
の
拡
大
や
倒
産
件
数
の
減

少
が
続
く
な
ど
、
経
済
の
好

循
環
が
浸
透
し
て
い
る
。
一

方
で
、
度
重
な
る
災
害
を
は

経 産 省
公 取 委

図

 

１
月
２
日
〜
４
日
に
10
㌔

㍍
以
上
の
渋
滞
が
多
発

年
末
年
始
期
間
の
高
速
道
路
に

お
け
る
渋
滞
予
測

　

東
日
本
高
速
道
路
㈱
、
中

日
本
高
速
道
路
㈱
、
西
日
本

高
速
道
路
㈱
、
本
州
四
国
連

絡
高
速
道
路
㈱
の
高
速
道
路

各
社
と
（
公
財
）
日
本
道
路

交
通
情
報
セ
ン
タ
ー
は
11
月

20
日
、
年
末
年
始
期
間
（
令

和
元
年
12
月
27
日
㈮
〜
２
年

１
月
５
日
㈰
の
10
日
間
）
の

高
速
道
路
で
の
交
通
集
中
に

よ
る
渋
滞
予
測
を
取
り
ま
と

め
、
発
表
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
図
の
通

り
、
10
㌔
㍍
以
上
の
渋
滞
は

１
月
２
日
㈭
〜
４
日
㈯
に
か

け
て
多
く
発
生
。
特
に
、
１

月
３
日
㈮
に
は
、
東
北
自
動

車
道
上
り
線
加
須
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
（
埼
玉
県
）
付
近

や
関
越
自
動
車
道
上
り
線
高

坂
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
同
）

付
近
、
東
名
高
速
道
路
上
り

線
大
和
ト
ン
ネ
ル
（
神
奈
川

県
）
付
近
で
35
㌔
㍍
の
渋
滞

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

高
速
道
路
各
社
や
日
本
道

路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー
で

は
、
出
発
前
や
運
行
中
に
最

新
の
道
路
交
通
情
報
を
確
認

・
活
用
す
る
よ
う
、
呼
び
か

け
を
行
っ
て
い
る
。

 

茨
城
流
通
サ
ー
ビ
ス
が

国
交
大
臣
賞
を
受
賞

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル

　
「
２
０
１
９
年
度
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
」〔
主

催
・（
公
財
）
交
通
エ
コ
ロ
ジ

ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
〕
審

査
結
果
が
発
表
さ
れ
、
11
月

27
日
に
東
京
都
千
代
田
区
の

内
幸
町
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
「
２
０
１
９
年
度
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
中

で
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

　

今
年
度
も
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
事
業
部
門
（
緑
ナ
ン

バ
ー
）、
一
般
部
門
（
白
ナ
ン

バ
ー
）、
ユ
ニ
ー
ク
部
門
（
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
に
関
す
る
独
自

の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

る
様
々
な
主
体
）
の
３
部
門

で
行
わ
れ
、
事
業
部
門
の
最

高
賞
と
な
る
国
土
交
通
大
臣

賞
は
茨
城
流
通
サ
ー
ビ
ス
㈱

（
茨
城
県
）
が
受
賞
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
部
門
の
優
秀

賞
入
賞
者
（
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
）
は
次
の
通
り
（
都

道
府
県
順
）。

　

優
秀
賞
＝
Ｓ
Ｂ
Ｓ
三
愛
ロ

ジ
東
日
本
㈱
東
北
中
央
支
店

迫
営
業
所
（
宮
城
県
）、
磐

城
通
運
㈱
植
田
支
店
火
力
営

業
所
（
福
島
県
）、
三
重
執

鬼
㈱
本
社
営
業
所（
三
重
県
）

 

「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
業
務

改
善
講
座
」
を
１
・
２
月

に
開
講

中
小
企
業
大
学
校
東
京
校

　

中
小
企
業
大
学
校
東
京

校
で
は
、
令
和
２
年
１
月
か

ら
２
月
に
か
け
て
、「
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
の
業
務
改
善
講

座
」
を
開
講
す
る
。

　

業
務
改
善
計
画
の
作
成
・

実
践
方
法
を
学
ぶ
同
講
座

は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の

経
営
幹
部
・
管
理
者
が
対

象
。
定
員
は
25
人
で
、
１
月

22
日
㈬
・
23
日
㈭
、
２
月
19

日
㈬
・
20
日
㈭
の
全
４
回
開

催
。
受
講
料
は
３
万
６
千
円

（
税
込
）。

　

同
講
座
の
詳
細
お
よ
び
申

し
込
み
方
法
は
、
同
校
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
。

図　道路交通における具体的な目標
【TDM実施期間（道路交通）】令和２（2020）年７月20日㈪～８月10日㈪、 
８月25日㈫～９月６日㈰
【一般交通】都心部（重点取組地区）について、大会前の交通量の30%
減※を目指す。東京圏の広域（圏央道の内側）について、大会前の交通量
の10％減※を目指す。
【首都高速道路交通】東京圏のオリンピック・ルート・ネットワーク、パ
ラリンピック・ルート・ネットワークの基幹をなす首都高速道路について
は、交通量を最大 30％減※とすることで、休日並みの良好な交通環境を
目指す（TDM、料金施策等により実現）。
※混雑時以外への時間変更や混雑箇所以外へのルート変更を含む
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―
―
御
社
の
特
徴
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

成
田
専
務　

利
尻
島
運
輸
株

式
会
社
は
、
昭
和
28
年
の
創

業
以
来
、
利
尻
島
で
様
々
な

運
輸
業
務
や
人
々
の
生
活
・

暮
ら
し
に
寄
り
添
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
私
ど
も
は
常
に
、
利

尻
島
に
住
む
皆
さ
ん
や
利
尻

島
に
お
越
し
に
な
る
人
々
に

と
っ
て
「
困
っ
た
時
の
利
尻

島
運
輸
」
と
な
れ
る
よ
う
、

ま
た
、「
安
全
・
安
心
な
輸

送
」
を
提
供
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
社
員
一
丸
と
な
り
日

々
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
―
―
利
尻
島
の
物
流
事
情
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

廣
瀬
常
務　

利
尻
島
に
来
る

に
は
、
交
通
手
段
が
フ
ェ
リ

ー
か
飛
行
機
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
特
に
物
流
に
は
フ
ェ
リ

ー
が
生
命
線
で
、
必
然
的
に

フ
ェ
リ
ー
の
運
航
の
有
無
に

左
右
さ
れ
ま
す
。
北
海
道
本

島
や
本
州
の
よ
う
に
、「
昼

間
に
集
配
・
配
送
し
、
幹
線

便
は
夜
中
に
走
っ
て
」
と
い

う
よ
う
な
荷
動
き
は
で
き
ま

せ
ん
。
ど
う
し
て
も
フ
ェ
リ

ー
の
第
１
便
が
到
着
し
な
い

こ
と
に
は
全
て
は
始
ま
り
ま

せ
ん
。
稚
内
か
ら
の
１
便（
稚

内
７
時
15
分
発
〜
鴛お

し
ど
ま
り泊

８
時

55
分
着
）
が
港
に
到
着
、
そ

こ
か
ら
「
車
が
動
き
出
す
」

イ
コ
ー
ル
「
荷
物
が
動
き
出

す
」
と
い
う
わ
け
で
す
。
前

述
の
よ
う
に
フ
ェ
リ
ー
は
物

流
に
と
っ
て
生
命
線
で
大
動

脈
で
す
が
、
同
時
に
「
島
民

の
足
」で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

物
流
最
優
先
の
ダ
イ
ヤ
と
い

う
わ
け
に
は
い
か
ず
、
例
え

ば
夏
季
の
観
光
繁
忙
期
は
観

光
客
の
足
に
合
わ
せ
て
ダ
イ

ヤ
が
組
ま
れ
、
ま
た
冬
は
観

光
の
足
は
少
な
く
な
り
、
本

数
も
減
り
ま
す
。

　

島
か
ら
出
て
い
く
貨
物
に

つ
い
て
も
、
全
て
が
稚
内
行

き
フ
ェ
リ
ー
の
最
終
便
（
鴛

泊
17
時
45
分
発
〜
稚
内
19
時

25
分
着
）
に
合
わ
せ
て
動
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
常
的

に
は
、
貨
物
は
フ
ェ
リ
ー
便

に
合
わ
せ
て
仕
立
て
た
ト
ラ

ッ
ク
が
１
往
復
と
な
る
の
で
、

集
荷
し
た
荷
物
を
最
終
便
に

載
せ
な
い
と
、
次
の
日
の
フ
ェ

リ
ー
最
終
便
に
し
か
載
ら
な

い
の
で
、
24
時
間
後
の
発
送

に
な
っ
て
し
ま
す
。
要
望
が

あ
れ
ば
、
特
別
便
を
出
す
の

で
す
が
、
そ
れ
に
は
ト
ラ
ッ

ク
を
１
台
用
意
し
、
フ
ェ
リ

ー
代
も
往
復
約
７
万
円
（
４

㌧
車
の
例
）、
そ
れ
に
ド
ラ
イ

バ
ー
の
人
件
費
な
ど
運
送
費

の
全
て
が
そ
の
貨
物
単
体
に

か
か
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

こ
の
た
め
よ
ほ
ど
の
こ
と
が

な
い
限
り
、
必
ず
最
終
便
に

載
せ
る
努
力
を
し
ま
す
。

―
―
具
体
的
な
御
社
の
業
務

を
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

廣
瀬
常
務　

弊
社
の
業
務
の

柱
は
利
尻
島
の
郵
便
輸
送
で

す
。
１
日
の
流
れ
を
簡
単
に

説
明
す
る
と
、
ま
ず
鴛
泊
港

に
到
着
し
た
ト
ラ
ッ
ク
は
、

鴛
泊
と
沓く

つ
が
た形
の
２
局
の
郵
便

局
に
郵
便
物
や
ゆ
う
パ
ッ
ク

な
ど
の
貨
物
を
降
ろ
し
ま

す
。
そ
の
先
の
島
内
の
配
達

は
、
鴛
泊
局
管
内
で
は
日
本

郵
便
㈱
や
他
社
が
配
達
し
て

い
ま
す
。
沓
形
局
管
内
の
配

達
は
ほ
ぼ
私
ど
も
が
担
当
し

て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
局

も
手
紙
・
ハ
ガ
キ
な
ど
の
親

書
は
日
本
郵
便
の
み
担
当
し

ま
す
。

　

ま
た
、島
外
へ
の
貨
物
は
、

ま
っ
た
く
そ
の
逆
の
流
れ
と

な
り
ま
す
。

物
が
多
く
、
ま
た
、
ト
レ
ー

ラ
に
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

貨
物
が
積
ま
れ
て
い
て
、
荷

捌
き
・
荷
扱
い
は
大
変
で

す
。
鴛
泊
港
の
荷
捌
き
ス
ペ

ー
ス
で
荷
捌
き
さ
れ
、
ト
ラ

ッ
ク
に
載
せ
換
え
、
そ
れ
ぞ

れ
の
荷
物
に
合
わ
せ
て
着
荷

主
へ
配
送
さ
れ
ま
す
。
こ
ち

ら
も
弊
社
の
４
㌧
車
で
配
達

し
て
い
ま
す
。

　

空
に
な
っ
た
ト
レ
ー
ラ
へ

は
、
今
度
は
島
内
か
ら
の
発

荷
物
が
積
載
さ
れ
、
稚
内
へ

向
か
い
ま
す
。
当
然
、
食
品

と
建
設
資
材
な
ど
は
混
載
で

き
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
の
日
ご

と
に
貨
物
に
合
わ
せ
た
ト
レ

ー
ラ
が
仕
立
て
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
フ
ェ
リ
ー
料

金
は
車
両
全
長
に
よ
っ
て
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ヘ
ッ

ド
が
切
り
離
せ
る
ト
レ
ー
ラ

の
利
用
は
理
に
か
な
っ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
な
お
、
郵
便

貨
物
は
「
混
載
不
可
」
な
の

で
、
島
内
外
へ
の
貨
物
は
明

確
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

―
―
離
島
な
ら
で
は
の
課
題

な
ど
ご
ざ
い
ま
す
か
。

成
田
専
務　

島
内
は
全
体
的

に
物
価
が
高
い
で
す
が
、
特

に
軽
油
価
格
が
高
い
と
い
え

ま
す
。
11
月
現
在
、
１
㍑
当

た
り
１
６
４
円
で
、
ガ
ソ
リ

ン
１
６
５
円
と
ほ
ぼ
同
額
で

す
。
ガ
ソ
リ
ン
は
国
か
ら
１

㍑
当
た
り
15
円
の
補
助
が
あ

っ
て
こ
の
価
格
で
す
が
、
軽

油
に
は
何
の
補
助
も
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
フ
ェ
リ
ー
航

送
料
金
に
つ
い
て
も
補
助
が

ま
っ
た
く
な
い
状
態
で
す
。

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
離
島
の
物

流
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
コ
ス
ト
は
高
す
ぎ
る
と

い
え
ま
す
。

廣
瀬
常
務　

全
国
的
な
課
題

だ
と
思
い
ま
す
が
、
島
内
で

も
「
不
在
・
再
配
達
」
は
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
案
内
の
通
り
、
私
ど
も
は

配
達
が
完
了
し
な
い
と
運
賃

・
料
金
を
収
受
で
き
な
い
の

で
、
何
回
行
っ
て
も
不
在
で

は
完
了
で
き
ず
、「
タ
ダ
働

き
」
と
な
り
ま
す
。
地
域
性

と
し
て
、
島
民
は
家
に
カ
ギ

を
か
け
な
い
の
で
、「
置
き
配

達
」
が
可
能
で
す
が
、
そ
れ

は
き
ち
ん
と
手
続
き
を
し
た

上
で
の
こ
と
で
あ
り
、
島
外

か
ら
の
移
住
者
な
ど
は
施
錠

し
ま
す
の
で
、
全
国
と
同
様

に
大
き
な
問
題
で
す
。

―
―
今
後
の
事
業
展
開
の
展

望
な
ど
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

廣
瀬
常
務　

実
は
、
利
尻
島

内
に
は
引
越
専
門
事
業
者
が

存
在
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

島
内
で
も
当
然
、
引
越
需
要

は
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で「
島

外
か
ら
引
越
業
者
が
来
て
く

れ
な
い
」「
見
積
り
も
し
て
く

れ
な
い
」
ま
た
、「
見
積
り

が
高
す
ぎ
る
」
と
い
う
声
を

聞
き
ま
し
た
。
島
内
で
他
の

仕
事
を
抱
え
て
い
る
た
め
、

特
に
島
外
へ
の
引
越
し
な
ど

は
弊
社
単
独
で
は
で
き
な
い

の
で
、「
引
越
安
心
マ
ー
ク
」

も
取
得
し
、
郵
便
輸
送
関
係

の
協
力
会
社
の
も
と
で
や
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
引
越
事
業
を
行
っ

た
こ
と
か
ら
見
え
て
き
た
の

で
す
が
、
遺
品
整
理
や
不
動

産
業
の
専
門
業
者
が
島
内
に

存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
そ

う
し
た
、「
島
民
の
ニ
ー
ズ
」

「
た
め
に
な
る
仕
事
」
も
関

連
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
が

弊
社
の
使
命
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

成
田
専
務　

利
尻
町
で
は
、

平
成
21
年
８
月
か
ら
「
死
亡

事
故
ゼ
ロ
」が
続
い
て
お
り
、

３
千
日
、
４
千
日
と
継
続
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

弊
社
で
も
重
大
事
故
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
も
、
安
全
・

安
心
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
基

本
に
、
島
内
は
も
と
よ
り
利

尻
島
と
道
内
各
地
を
結
ぶ
引

越
し
事
業
の
拡
充
と
、
よ
り

利
尻
島
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

郵
便
に
関
し
て
は
、
４
㌧

ト
ラ
ッ
ク
に
日
本
郵
便
の
手

紙
・
ハ
ガ
キ
や
ゆ
う
パ
ッ
ク

が
ち
ょ
う
ど
１
台
分
に
な
る

の
で
す
が
、
年
末
等
繁
忙
期

に
つ
い
て
は
、
４
㌧
車
２
台
の

往
復
に
な
る
時
も
あ
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
離
島
で
は
あ

り
ま
す
が
、
離
島
割
増
料
金

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
本
日
出

荷
す
れ
ば
、
北
海
道
内
に
は

基
本
的
に
翌
日
到
着
し
、
東

京
で
も
翌
々
日
に
到
着
す
る

の
で
す
。
離
島
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
北
海
道
内
と
同

一
料
金
で
す
。

成
田
専
務　

稚
内
郵
便
局
か

ら
は
、
旭
川
ま
で
の
幹
線
便

が
仕
立
て
ら
れ
、
４
時
間
半

く
ら
い
の
運
行
で
、
旭
川
郵

便
局
に
は
夜
中
に
到
着
す
る

よ
う
で
す
。
こ
の
幹
線
輸
送

は
も
ち
ろ
ん
他
社
が
担
当
し

て
お
り
、
弊
社
は
稚
内
の
郵

便
局
か
ら
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
て

島
内
へ
と
、
そ
の
逆
の
行
程

し
か
な
い
の
で
、
走
行
距
離

は
少
な
い
と
い
え
ま
す
。

―
―
郵
便
貨
物
の
ほ
か
の
貨

物
は
ど
の
よ
う
に
運
ば
れ
て
い

ま
す
か
。

廣
瀬
常
務　

郵
便
貨
物
や
宅

配
貨
物
以
外
の
一
般
貨
物

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
・
着
荷

主
と
な
る
事
業
者
が
輸
送
し

ま
す
。
１
日
１
便
、
満
載
で

来
る
ト
レ
ー
ラ
に
混
載
さ
れ

た
貨
物
は
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
で
扱
う
よ
う
な
荷
姿
の
貨

ト
ラ
ッ
ク
が
繋
ぐ
島
の
物
流
と
暮
ら
し

島
民
生
活
や
観
光
関
連
な
ど
全
て
の
ニ
ー
ズ
を
運
ぶ

北
海
道
・
利
尻
町

　利
尻
島
運
輸
株
式
会
社

成
田
光
義
代
表
取
締
役
専
務
・
廣
瀬
正
史
常
務

離島特集・北海道編

鴛
泊
郵
便
局
か
ら
最
終
便
の
フ
ェ

リ
ー
乗
船
を
目
指
し
て
出
発
す
る
利

尻
島
運
輸
の
４
㌧
ト
ラ
ッ
ク

［企業プロフィール］
■ 社　　　名 利尻島運輸株式会社
■ 本社所在地 北海道利尻郡利尻町沓形字本町11
■ 代　表　者 正部川 寛　代表取締役　　
■ 創　　　業 昭和28年1月
■ 資　本　金 1,000万円
■ 従 業 員 数  9人（うちドライバー7人）
■ 車　両　数 7台

利尻島と稚内港を結ぶハートランドフェリーは、利尻島の物流において非常に重要な役割を
担っている。なお、このフェリーは後退で乗船して、前進で下船するタイプ。背景に見える
のは利尻富士こと利尻山

成田　光義
代表取締役専務

廣瀬　正史
常務

「
離
島
の
物
流
事
情
と
課
題
」

特別インタビュー

　

国
民
生
活
と
産
業
経
済
活
動
の
全
て
に
欠
か
せ
な

い
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
。
全
国
津
々
浦
々
に
輸
送
網
を
の

ば
し
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
運
ん
で
い
る
が
、

輸
送
品
目
や
経
路
・
範
囲
、
そ
し
て
本
社
所
在
地
な

ど
が
違
え
ば
、
同
じ
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
で
も
事

情
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、『
広
報
と
ら
っ
く
』
で
は
、
特
別
企
画

と
し
て
、北
は
北
海
道
の
利
尻
島
運
輸
株
式
会
社（
正

部
川
寛
代
表
取
締
役
）、
そ
し
て
南
は
公
益
社
団
法

人
沖
縄
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
宮
古
支
部
（
砂
川
勝
義
支

部
長
）
の
２
者
を
訪
問
し
、「
離
島
の
物
流
」
に
貢

献
し
て
「
地
域
と
共
に
生
き
る
」
両
者
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
実
施
。
離
島
な
ら
で
は
の
物
流
の
特
徴
や
課

題
等
に
つ
い
て
聞
い
た
。

メモ

メモ

利尻島とは
　利尻島（りしりとう）は、北海道の北部日本海上に浮かぶ、面積182.11
㎢の島。利尻島の北には礼文水道を挟んで礼文島がある。利尻島は日本の
島嶼部では18番目に広い面積を有する。島内には利尻富士町と利尻町の2
つの自治体があり、島の大部分は「利尻礼文サロベツ国立公園」に指定され
ている。
　ほぼ丸い形の利尻島は、島の中心に、日本百名山にも選ばれ、別名「利
尻富士」と呼ばれている標高1,721mの「利尻山」の美しい姿が印象的。
自然豊かな島は周囲52.8kmの大きさで、車で1周すると1時間から1時
間半ほどで回ることができ、夏は高山植物が島を彩り、利尻山麓に広がる原
生林や湿原・湖沼などの大自然は、四季折々に美しい姿を見せる。
　島の産業は漁業、観光が盛んで、特に夏季は多くの観光客が訪れる。「利
尻昆布」は高級品として全国的に有名である。利尻町、利尻富士町ともに
漁業はかつてニシン漁で栄えたが衰退し、現在は「利尻昆布」や「ウニ」
の養殖などの近海漁業が中心となる。利尻町の人口は昭和30年の10,025
人をピークに現在（10月末）は2,000 人。利尻富士町も、昭和 30年の
11,234人をピークに現在は、同2,439人と島内合わせて約4,500人ほど。

宮古島とは
　宮古島（みやこじま）は、沖縄本島から南西に約 300km、東京からは
約 2,000km離れ、北緯 24～ 25度、東経125～ 126 度に位置する。
宮古島を中心に大小８つの島（宮古島、池間島、来間島、伊良部島、下地
島、大神島、多良間島、水納島）で構成され、宮古列（諸）島ともいわれる。
　宮古列島の行政区は全て宮古島市に属し、総面積は約204㎢、宮古島
単体では約160㎢である。人口は平成 30年末現在で54,625（うち外国
人 396）人で、人口の大部分は宮古島の平良地区（37,548 人、うち外
国人252人）に集中している。宮古島全体の人口は沖縄県全体人口の約
4％程度。高温多湿な亜熱帯海洋性気候に属し、1年を通して暖かい気候
であり、年平均気温は摂氏23度で年平均湿度は約80％。
　島全体がおおむね平坦な低い台地状で、山岳部も大きな河川もない。生
活用水等のほとんどを地下水に頼っている。
　なお、池間島と来間島とは、以前から橋で結ばれていた（池間大橋
1,425m、来間大橋1,690m）。また、平成27（2015）年1月には、宮古
島と伊良部島を結ぶ伊良部大橋 (3,540m)が開通した。

北海道

沖縄県

利尻島運輸㈱

（公社）沖縄県トラック協会

宮古支部
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タ
イ
ヤ
に
特

別
な
性
能
が
備

わ
っ
て
い
る
と

き
、
そ
の
タ
イ

ヤ
を
「
○
○
に
強
い
タ
イ
ヤ
」
と
よ
く
表
現

し
ま
す
。「
雨
に
強
い
タ
イ
ヤ
」と
い
っ
た
ら
、

雨
天
の
路
面
で
滑
り
に
く
く
、
ブ
レ
ー
キ
を

踏
ん
だ
時
の
制
動
距
離
が
短
い
タ
イ
ヤ
を
指

し
ま
す
。「
偏
摩
耗
に
強
い
タ
イ
ヤ
」
で
あ
れ

ば
、
偏
摩
耗
し
に
く
い
タ
イ
ヤ
と
い
う
意
味

で
す
。
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
補
充
を
確
実
に
行
っ

て
い
れ
ば
、
す
べ
て
の
溝
が
均
等
に
摩
耗
し
て

い
く
の
で
、
燃
費
性
能
も
上
が
り
、
位
置
交

換
も
最
少
回
数
で
済
み
ま
す
。

　

ま
た
、「
砂
利
道
や
山
道
に
強
い
タ
イ
ヤ
」

も
あ
り
ま
す
。
路
面
の
石
や
泥
（
雪
）
を
外

に
、
と
て
も
弱
い
で
す
。
側
面
が
切
れ
た
瞬
間

に
動
か
な
く
な
り
、
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　
「
そ
う
で
あ
れ
ば
、
タ
イ
ヤ
の
側
面
さ
え
強
化

す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
と
考
え
る
も
の
で

す
。
特
殊
な
ゴ
ム
素
材
を
開
発
し
て
、
縁
石
に

当
た
り
や
す
い
部
分
（
タ
イ
ヤ
の
側
面
が
一
番

膨
ら
む
部
分
）
に
貼
っ
て
保
護
す
れ
ば
、
相
当

な
パ
ン
ク
予
防
効
果
が
期
待
で
き
る
と
い
う
単

純
な
理
論
で
す
が
、
そ
の
期
待
を
大
き
く
膨
ら

ま
せ
る
特
殊
な
ゴ
ム
素
材
が
、
今
般
世
界
初
公

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
月
閉
幕
し
た
「
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
（
Ｔ

Ｍ
Ｓ
）
２
０
１
９
」
に
お
い
て
、
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ

ヤ
の
主
要
材
料
で
も
あ
る
天
然
ゴ
ム
と
比
べ
、

耐
亀
裂
性
が
５
倍
以
上
、
耐
摩
耗
性
が
２
・
５

倍
以
上
、
引
っ
張
り
強
度
が
１
・
５
倍
以
上
あ
る

『
Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ｙ
Ｍ
（
サ
シ
ム
）』
と
呼
ば
れ
る
特

殊
ゴ
ム
が
発
表
さ
れ
た
の
で
す
。

に
か
き
出
す
能
力
が
高
く
、
ゴ
ム
の
素
材
を
強

化
し
て
、
小
石
な
ど
の
異
物
か
ら
受
け
る
ダ
メ

ー
ジ
を
最
小
限
に
で
き
ま
す
か
ら
、
キ
ャ
ン
プ

場
な
ど
に
行
く
場
合
は
重
宝
し
ま
す
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
の
特
性
は
あ
く
ま
で
「
タ
イ

ヤ
に
何
も
異
常
が
な
い
時
に
得
ら
れ
る
性
能
」

で
、
タ
イ
ヤ
が
パ
ン
ク
し
た
時
に
は
機
能
し
ま
せ

ん
。
そ
れ
な
ら
ば
「
パ
ン
ク
に
も
強
い
タ
イ
ヤ
」

が
欲
し
い
と
こ
ろ
な
の
で
す
が
、
現
在
の
製
造

技
術
レ
ベ
ル
だ
と
、
パ
ン
ク
防
止
性
能
は
、
タ

イ
ヤ
の
「
接
地
面
」
に
対
し
て
の
み
機
能
し
て

い
ま
す
。
タ
イ
ヤ
内
面
に
シ
ー
リ
ン
グ
剤
を
使
っ

た
も
の
が
あ
り
、
そ
の
タ
イ
ヤ
を
ク
ル
マ
に
装
着

す
れ
ば
、釘
が
貫
通
し
て
も
空
気
が
漏
れ
ま
せ
ん
。

　

一
方
、タ
イ
ヤ
の
「
側
面
」
に
関
し
て
は
、「
人

間
に
と
っ
て
の
ア
キ
レ
ス
腱
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

　

ゴ
ム
は
一
度
切
れ
る
と
復
元
で
き
ま
せ
ん
が
、

Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ｙ
Ｍ
製
の
ゴ
ム
シ
ー
ト
は
、
穴
が
開
い

て
も
熱
を
加
え
れ
ば
塞
が
り
ま
す
。
何
よ
り
も

驚
い
た
の
が
、「
釘
を
貫
通
さ
せ
な
い
能
力
」
で

す
。
釘
の
先
端
に
ゴ
ム
シ
ー
ト
を
当
て
て
も
、

突
き
破
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
Ｓ

Ｕ
Ｓ
Ｙ
Ｍ
製
の
ゴ
ム
シ
ー
ト
を
タ
イ
ヤ
側
面
に

使
え
ば
、
縁
石
に
よ
る
タ
イ
ヤ
バ
ー
ス
ト
は
か

な
り
減
る
は
ず
で
す
。
さ
ら
に
、

ゴ
ム
の
劣
化
原
因
と
な
る
紫
外
線

に
対
し
て
の
抵
抗
力
も
相
当
高
い

よ
う
な
の
で
、
こ
の
ア
イ
デ
ア
が
現

実
に
な
れ
ば
、
災
害
後
な
ど
の
荒

廃
し
た
路
面
で
も
バ
ー
ス
ト
し
な

い
、「
災
害
に
強
い
タ
イ
ヤ
」
が
誕

生
し
ま
す
。

　

こ
の
Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ｙ
Ｍ
を
開
発
し
た

の
は
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
。
Ｔ
Ｍ
Ｓ
の
ブ

リ
ヂ
ス
ト
ン
ブ
ー
ス
に
い
た
技
術
ス

タ
ッ
フ
の
方
に
は
、
こ
の
思
い
を
伝

え
て
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
財
布
に
優

し
い
形
で
実
現
し
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

第
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「
災
害
に
強
い
タ
イ
ヤ
」

―
―
宮
古
島
の
地
域
や
経
済

の
特
徴
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　

宮
古
圏
域
の
経
済
の
特
徴

と
し
て
、
観
光
産
業
の
ほ
か

農
業
、
畜
産
業
、
果
樹
・
野

菜
栽
培
、
水
産
業
等
も
盛
ん

で
、
特
に
サ

ト
ウ
キ
ビ
栽

培
が
盛
ん
な

こ
と
に
伴
っ
て

製
糖
工
場
が

４
工
場
も
あ

り
ま
す
。
宮

古
製
糖
城
辺

工
場
、
同
伊

良
部
工
場
、

同
多
良
間
工
場
、
沖
縄
製
糖

工
場
で
は
、
毎
年
12
月
か
ら

翌
年
３
月
頃
ま
で
製
糖
を
行

っ
て
お
り
、
上
白
糖
に
加
工

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、「
多
良

間
黒
糖
」
は
多
良
間
島
の
特

産
品
と
し
て
有
名
で
す
。

　

一
方
、
公
共
事
業
に
よ
る

建
設
工
事
、海
上
土
木
工
事
、

畑
地
造
成
工
事
、
地
下
ダ
ム

工
事
等
が
盛
ん
な
の
も
宮
古

圏
経
済
の
特
徴
で
す
。
特
に

大
き
な
河
川
の
な
い
宮
古
島

に
と
っ
て
は
、
地
下
水
利
用

の
た
め
の
地
下
ダ
ム
工
事
が

必
要
不
可
欠
で
、
地
下
ダ
ム

に
よ
っ
て
農
業
用
水
が
島
の

隅
々
ま
で
行
き
わ
た
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
伊
良
部
大
橋
の

開
通
に
よ
り「
下
地
島
空
港
」

が
開
港
し
、
国
内
の
観
光
客

が
増
加
。
ま
た
、
外
国
籍
ク

ル
ー
ズ
船
が
年
間
１
７
０
回

ほ
ど
寄
港
す
る
な
ど
、
外
国

人
観
光
客
も
増
加
し
、「
人
」

「
物
」
の
動
き
が
活
発
に
な

り
、
経
済
が
大
き
く
変
わ
っ

て
き
て
い
る
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
民
間
リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル
な
ど
の
建
設
需
要
に
伴

い
、
関
連
産
業
も
好
調
で
、

そ
こ
で
働
く
従
業
員
や
建
設

従
事
者
が
居
住
す
る
ア
パ
ー

ト
等
も
足
り
な
い
ほ
ど
で
す
。

こ
の
好
況
は
あ
と
５
、
６
年

続
く
の
で
は
な
い
か
と
み
て

い
ま
す
。

―
―
宮
古
島
内
の
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
を
め
ぐ
る
動
向
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
29
年
度
に
「
公
益
社

団
法
人
沖
縄
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
宮
古
支
部
」
が
発
足
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
は
「
宮
古

地
区
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組

合
」
が
ト
ラ
ッ
ク
協
会
支
部

の
よ
う
な
存
在
で
し
た
が
、

別
組
織
と
な
り
ま
し
た
。
宮

古
支
部
は
法
人
会
員
４
社
、

個
人
会
員
４
者
で
計
８
者
の

運
営
委
員
で
構
成
さ
れ
、
会

員
数
は
１
０
８
者
。
支
部
長

は
法
人
会
員
か
ら
、
副
支
部

長
は
個
人
会
員
か
ら
選
出

し
、
２
年
の
役
員
任
期
で
70

歳
定
年
制
度
も
導
入
さ
れ
ま

し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
協
会
支
部
内
訳

は
、
法
人
会
員
28
社
で
港
湾

貨
物
運
送
、航
空
貨
物
運
送
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
運
搬
、
砂
糖
輸

送
（
製
糖
工
場
か
ら
港
ま

で
）、
そ
の
他
運
送
業
務
全
般

（
生
活
物
資
、
建
設
物
資
）

を
担
う
方
が
会
員
に
な
っ
て

い
ま
す
。
個
人
会
員
80
者
で

は
、
ほ
と
ん
ど
が
サ
ト
ウ
キ

ビ
の
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
で
の
運

搬
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―
―
宮
古
支
部
で
は
「
環
境

・
安
全
」
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

　
「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」
の
活
動

に
加
え
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
運
搬

期
間
を
通
し
て
道
路
清
掃
活

動
を
行
い
、
道
路
環
境
美
化

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

干
ば
つ
対
策
と
し
て
、
サ
ト

ウ
キ
ビ
畑
へ
の
散
水
作
業（
県

と
タ
イ
ア
ッ
プ
）
も
重
要
な

取
り
組
み
で
す
。

　

一
方
、
交
通
安
全
対
策
と

に
増
車
す
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
制
度
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
負
担
が
増
大
し
て
い
ま

す
。
人
材
不
足
の
な
か
で
サ

ト
ウ
キ
ビ
需
要
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
宮
古
圏
域
に
お
い

て
は
、
現
状
の
台
数
で
事
業

譲
渡
が
で
き
る
制
度
を
作
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
人
手
不

足
に
加
え
、
物
価
全
体
が
高

騰
す
る
な
ど
経
済
状
況
も
大

き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
支
部
運
営
委
員
の
皆
様

と
問
題
点
を
検
討
し
て
、
現

状
の
課
題
解
決
等
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
若
年
労
働
者
不
足
に

つ
い
て
は
深
刻
で
、
今
後
は

高
等
学
校
の
生
徒
向
け
に
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
実
情

や
運
転
免
許
制
度
な
ど
の
説

明
に
も
出
向
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

―
―
宮
古
支
部
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
日
頃
か
ら
の
考
え

や
今
後
の
抱
負
な
ど
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

今
年
の
５
月
か

ら
宮
古
支
部
長
に

就
任
し
ま
し
た
。

在
任
期
間
中
、
私

に
や
れ
る
こ
と
は

何
で
も
果
敢
に
取

り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
業

界
イ
メ
ー
ジ
を
向

上
さ
せ
、
人
材
を

確
保
し
、
さ
ら
に

各
社
が
「
働
き
や

す
い
企
業
」
を
目

指
す
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
と

人
材
育
成
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
今
働
い
て
い
る
社
員
の

子
ど
も
た
ち
に
、「
こ
の
企
業

で
働
き
た
い
」
と
言
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
「
信
頼
で
き

る
職
場
」、「
社
員
の
家
族
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

な
企
業
・
職
場
環
境
」
を
つ

く
る
こ
と
を
目
指
し
、
協
同

組
合
と
手
を
携
え
て
会
員
支

援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

宮
古
圏
域
に
は
個
人
企
業

が
多
い
の
が
特
徴
と
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
個
人
の
力
で

は
限
界
が
あ
る
こ
と
で
も
、

目
標
に
向
か
っ
て
一
致
団
結

で
き
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
心

と
心
の
結
び
つ
き
が
あ
れ
ば
、

困
難
な
仕
事
も
達
成
で
き
る

と
考
え
ま
す
。
現
状
維
持
で

は
な
く
、
常
に
進
歩
と
創
意

工
夫
を
念
頭
に
置
い
て
、
偽

り
の
な
い
心
で
進
み
努
力
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
宮
古

支
部
は
発
足
し
て
２
年
で
、

協
同
組
合
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
や
ら
な
い
と
支
部
単
独
で

は
何
も
で
き
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
私
が
先
頭

に
立
っ
て
、
少
し
で
も
業
界

発
展
の
た
め
に
前
進
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
―
―
行
政
機
関
や
全
ト
協
な

ど
へ
の
要
望
、
会
員
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
な
ど
ご
ざ
い
ま
す
か
。

　

行
政
に
対
し
て
は
、
公
共

工
事
に
お
け
る
契
約
書
の
特

記
仕
様
書
等
に
事
業
用
ダ
ン

プ
カ
ー
（
緑
ナ
ン
バ
ー
）
の

優
先
使
用
を
明
記
い
た
だ
く

こ
と
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

併
せ
て
、
行
政
側
か
ら
、
自

家
用
ダ
ン
プ
カ
ー
（
白
ナ
ン

バ
ー
）
に
よ
る
有
償
運
送
は

違
反
で
あ
る
こ
と
を
強
く
指

導
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
離
島
な
ら
で
は
の

悩
み
で
す
が
、
諸
研
修
・
講

習
会
は
現
状
で
は
那
覇
市
で

し
か
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

私
ど
も
に
と
っ
て
は
那
覇
ま

で
の
移
動
だ
け
で
も
往
復
２

日
か
か
っ
て
し
ま
う
な
ど
負

担
が
大
き
く
、
宮
古
島
単
独

で
各
種
講
習
会
の
開
催
が
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
は
、

住
民
の
生
活
や
産
業
、
経
済

を
支
え
る
「
物
流
」
と
い
う

社
会
的
に
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
お
り
、
常
に
安
全
・
安

心
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
が
使
命
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
州

で
あ
っ
て
も
離
島
で
あ
っ
て
も

何
ら
変
わ
り
の
な
い
こ
と
で

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
法
令
遵
守
は

当
然
の
こ
と
、
安
全
・
安
心

で
環
境
に
配
慮
し
た
輸
送
に

努
め
、
法
人
・
個
人
会
員
、

支
部
・
協
同
組
合
と
も
に
発

展
・
繁
栄
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

し
て
は
、
春
、
夏
の
「
全
国

交
通
安
全
運
動
」
へ
の
積
極

的
な
参
加
や
街
頭
活
動
、
ま

た
、
沖
縄
県
警
察
か
ら
講
師

を
招
い
て
の
「
事
故
防
止
」

「
飲
酒
根
絶
」
な
ど
に
つ
い

て
の
講
習
会
の
開
催
、
さ
ら

に
、
労
働
災
害
防
止
の
た
め

の
各
種
団
体
と
の
共
催
に
よ

る
労
働
災
害
・
事
故
防
止
大

会
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
会

員
企
業
の
安
全
意
識
の
高
揚

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
地
理
的
な
要
因
か

ら
長
距
離
輸
送
は
な
く
、
こ

れ
ま
で
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動

は
あ
ま
り
活
発
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
ガ
ソ
リ
ン

や
軽
油
な
ど
燃
料
価
格
が
本

州
な
ど
と
比
べ
て
非
常
に
高

い
た
め
に
、
燃
費
対
策
と
し

て
の
省
エ
ネ
活
動
が
今
後
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
こ
の
ほ
か
、
宮
古
島
特

有
の
課
題
と
そ
れ
に
対
す
る

取
り
組
み
な
ど
ご
ざ
い
ま
す

か
。

　

宮
古
圏
域
で
は
、
若
い
人

が
就
職
や
進
学
で
沖
縄
本
島

や
県
外
へ
流
れ
、
宮
古
に
戻

る
人
が
少
な
い
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
後
継
者
不

足
等
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク

に
お
い
て
は
個
人
事
業
者
が

約
８
割
を
占
め
て
い
る
た
め
、

会
員
の
中
に
は
１
台
で
運
営

し
て
い
る
方
も
多
く
、
現
在

は
、
親
か
ら
子
へ
事
業
譲
渡

す
る
際
、
車
両
を
３
台
以
上

二
人
三
脚
で
歩
む
、
宮
古
地
区
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同

組
合
の
奥
濱
貞
夫
代
表
理
事
㊧
と
砂
川
支
部
長

砂川　勝義支部長

伊良部島と宮古島を結ぶ「伊良部大橋」の開通により下地島空港が開港し、国内外の
観光客が増加するなど好景気が続いている

離
島
で
も
本
島
同
様
の
厳
し
い
競
争
条
件

法
令
遵
守
し
「
安
全
・
安
心
」
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

公
益
社
団
法
人
沖
縄
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
宮
古
支
部

砂
川　

勝
義
支
部
長
（
平
良
港
運
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
）

離島特集・沖縄編
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　そのため、今回のチェーン規制では、スタッドレスタイヤを着けていて
も、タイヤチェーンをしていない自動車はチェーン規制中に通ることはで
きません。

「タイヤチェーンを取り付
けていない車両通行止
め」の規制標識

表  チェーン規制箇所一覧 （平成31年3月31日現在）

直
轄
国
道

都道府県 路線番号 箇所名 区　間 延長（km）

山形県 国道112号 月山道路 西川町月山沢～鶴岡市田麦俣 15.2

山梨県・静岡県 国道138号  山中湖・須走 山梨県山中湖村平野～静岡県小山町須走字御登口 8.2

新潟県 国道7号 大須戸～上大鳥 村上市大須戸～村上市上大鳥 15.3

福井県 国道8号  石川県境～坂井市 あわら市熊坂～あわら市笹岡 3.2

広島県・島根県 国道54号 赤名峠 広島県三次市布野町横谷～島根県飯南町上赤名 2.5

愛媛県 国道56号 鳥坂峠 西予市宇和町～大洲市北只 7.0

高
速
道
路

都道府県 路線番号 道路名 区　間 延長（km）

新潟県・長野県 E18 上信越道 信濃町 IC～新井 PA（上り線） 24.5

山梨県 E20 中央道 須玉 IC～長坂 IC 8.7

長野県 E19 中央道 飯田山本 IC～園原 IC 9.6

石川県・福井県 E8 北陸道 丸岡 IC～加賀 IC 17.8

福井県・滋賀県 E8 北陸道 木之本 IC～今庄 IC 44.7

岡山県・鳥取県 E73 米子道 湯原 IC～江府 IC 33.3

広島県・島根県 E74 浜田道 大朝 IC～旭 IC 26.6

※IC：インターチェンジ、PA：パーキングエリア

スノーシーズン間近
冬期における
安全運行特集 「チェーン規制Q&A」国

交
省

Q チェーン規制は、いつ実施するの？

AA

A A　大雪特別警報や大雪に対する緊急発表が行われるような異例の降雪がある
時に行います。
　大雪時に通行止めを実施する場合でも、チェーン規制を実施し、タイヤチ
ェーンを着けていれば通行できるようにすることで、これまでより積雪による
通行止め時間を短くすることを目指します。

　スタッドレスタイヤを着けている自動車であっても、大雪時には立ち往生す
ることがあります。

　急な上り下りがある峠などで、過去に雪による立ち往生や通行止めが起こ
った場所の中で、タイヤチェーンを着脱できる場所や通行止めが解除される
まで待機できる場所がある区間で実施します。
　なお、チェーン規制時には、規制区間の手前でタイヤチェーン装着状況の
確認を行います。

　駆動輪にタイヤチェーンを着けることが基本です。
　詳しくは、下の図のとおりです。

チェーン規制区間のイメージチェーン規制の運用のイメージ

スタッドレスタイヤ（タイヤチェーン未装着）の立ち往生の様子

Q スタッドレスタイヤでも規制対象なの？

Q チェーン規制は、どこで実施するの？

Q すべてのタイヤにチェーンが必要なの？

規制導入前

規制導入後

　近年、予想を超える大雪に見舞われることで、幹線道路の通行止めや車の立
ち往生などが各所で発生しています。たとえ平野部では降雪していなくても、
山間部の峠道などでは積雪していることも多いため、予期せぬ降雪にも対応で
きるよう、適切な対策が必要です。
　国土交通省では昨年から、大雪の際にタイヤチェーン装着車のみ通行を可能
とする「チェーン規制区間」（表）を定めています。ここでは、同区間に関する
Q&Aについて紹介していきます。
　同区間を走行する予定のある運送事業者の皆さんは、チェーンの携行と併せ
て内容を確認していただき、雪道でのトラブル防止に努めてください。

　全日本トラック協会では、昨年から「チェーン規制区間」
が設定されたのに伴い、ドライバーに対してチェーン装着を
促す内容のチラシ（写真）を制作しました。
　チェーン規制区間をチェーンなしで走行した場合、道路
法または道路交通法の規定に基づき処罰されることがありま
す。全ト協では運送事業者に対し、同チラシを活用してチェ
ーン装着の徹底を呼びかけています。
　なお、同チラシはホームページに掲載するとともに『広報
とらっく』12月15日号に同封します。

　国土交通省気象庁では今年
11月から、現在の積雪・降雪の
分布を推定する「現在の雪」情
報の提供をスタートしています。
　積雪・降雪が多くなってい
る地域をマップで把握できるた
め、運行計画の策定などへの活
用が可能です。

▷ 「現在の雪」は、気象庁ホー
ムページの「大雨・大雪」の
バナーから確認することがで
きます。

「冬用タイヤの装着だけで
安心していませんか？」

全ト協　チェーン規制標識チラシを作成

気象庁　積雪・降雪分布を推定する「現在の雪」情報を提供開始
図  「現在の雪」の活用例
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「認証基準」、「取組事例」、「出前説明会」など 詳細は

認証取得後8トン以上のトラックで3.2％の燃費向上、車両故障件数18.8％減少。
交通事故発生件数24.9％減少など（グリーン経営認証取得による効果・2017年版より）環境改善にとどまらない効果。

講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。
※講習会開催日の約1か月前より参加者募集を開始する予定

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

日　時 場　所 主催 問合せ先対象業種

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-3221-7636

中国運輸局
交通政策部 環境・物流課
☎082-228-3496

九州運輸局
交通政策部 環境・物流課
☎092-472-3154

中国運輸局会議室
広島県広島市中区上八丁堀6-30
広島合同庁舎4号館5階

福岡県内

東京都内

CSA貸会議室 6-E
静岡県静岡市葵区御幸町11-8 レイアップ御幸町ビル6階

中部運輸局

中国運輸局

九州運輸局

関東運輸局

AP名古屋．名駅 ６階-O
愛知県名古屋市中村区名駅4-10-25 名駅IMAIビル13時30分～16時30分トラック

バス・タクシー 2月21日（金）

トラック
バス・タクシー ―2020年

1月下旬

―倉庫・港湾運送
旅客船・内航海運

2020年
1月下旬

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-3221-7636

トラック
バス・タクシー

2020年
2月頃 ―

9時30分～12時00分トラック
バス・タクシー 1月15日（水）

13時30分～16時30分倉庫・港湾運送
旅客船・内航海運 2月  6日（木）

1月14日（火）倉庫・港湾運送
旅客船・内航海運 13時30分～16時30分

（略称：エコモ財団）

東京都千代田区五番町10番地五番町KUビル3階〒102-0076
http://www.ecomo.or.jp☎03-3221-7636

グリーン経営認証制度とは：

グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/

グリーン経営は、国土交通省の「環境行動計画」の政策となっている環境マネジメントシステムです。そ
の認証制度は、グリーン経営推進マニュアルに基づき環境問題に取組む事業者（トラック、バス、タク
シー、倉庫、港湾運送、旅客船、内航海運）を、当財団が第三者認証機関として認証登録するものです。

で 検 索グリーン経営

荷主企業や元請物流事業者が、協力会社向けに開催する社内講習会等
に当財団の担当者が出向き、グリーン経営について説明する取組です。

「出前説明会」受付中！

ほんのヒトコマ ［第54回］

師走…年末年始の撮りだめのために漫才師や手品師などの
皆さんが走り回る月…!?

食

　文

　化

食

　文

　化

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 ～数字編～
 【解 答】２面に問題

❶ ×（施行令第27条の３）道路標
識等で指定されていないときの高
速自動車国道での最低速度は、時
速50キロである。

❷ ○（法第44条第2号）交差点の
側端または道路のまがりかどから5
メートル以内の部分は駐停車禁止
である。

❸ ×（法第30条第3号）横断歩道及
びその手前の側端から30メートル

以内の部分は追越し禁止である。

❹ ○（施行令第21条）同一方向に
進行しながら進路を変えるときの
合図は、その行為をしようとすると
きの3秒前のときである。

❺ ○（施行令第22条第3号のイ）自
動車に積載できる貨物の長さは、
自動車の長さにその長さの10分の
1の長さを加えたものまでである。

165「
郷
土
の
味
⑩
」 

大お

お

わ

に鰐
も
や
し
ラ
ー
メ
ン

　

も
や
し
は
い
つ
の
時
代
も

お
手
軽
価
格
。
発
芽
さ
せ
る

種
子
と
水
さ
え
あ
れ
ば
つ
く

れ
る
、
工
業
製
品
の
よ
う
な

野
菜
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ

け
に
、
栄
養
満
点
、
料
理
万

能
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
り

が
た
み
が
薄
れ
が
ち
。
だ
が
、

そ
ん
な
も
や
し
感
を
く
つ
が

え
す
巨
大
で
濃
厚
味
の
も
や

し
が
「
温
泉
も
や
し
」
だ
。

　

も
や
し
は
豆
、
雑
穀
な
ど

を
水
に
浸
し
、
光
を
遮
断
し

た
環
境
で
発
芽
さ
せ
た
も

の
。
乾
物
か
ら
生
野
菜
に
転

じ
る
過
程
で
ビ
タ
ミ
ン
、
食

物
繊
維
、
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
が

飛
躍
的
に
増
え
る
た
め
、
豪

雪
で
生
野
菜
が
欠
乏
す
る
東

北
な
ど
で
は
、
冬
の
貴
重
な

ビ
タ
ミ
ン
源
だ
っ
た
。
し
か

も
、
温
泉
で
育
て
る
と
、
早

倉
庫
の
床
に
温
泉
パ
イ
プ
を

通
し
て
土
を
深
く
敷
き
詰

め
、
深
さ
40
㌢
㍍
ほ
ど
の
溝

を
掘
る
シ
ス
テ
ム
だ
。
こ
こ

に
大
豆
を
ま
き
、
土
を
薄
く

か
ぶ
せ
、
温
泉
を
か
け
て
や

る
と
、
な
ん
と
１
週
間
で
30

㌢
㍍
も
の
長
さ
に
伸
び
る
。

　

収
穫
後
は
、
温
泉
と
冷
却

し
た
温
泉
で
２
回
洗
う
の
で
、

も
や
し
に
温
泉
の
塩
気
と
ミ

高
昆
布
で
だ
し
を
と
っ
た
塩

ラ
ー
メ
ン
で
、
そ
こ
に
温
泉

も
や
し
炒
め
を
ど
さ
ど
さ
っ

と
載
せ
れ
ば
で
き
あ
が
り
。

温
泉
も
や
し
な
ら
で
は
の
し

ゃ
っ
き
り
感
と
、
豆
の
し
っ
か

り
感
が
爽
快
で
、
口
か
ら
快

音
が
響
き
わ
た
る
ほ
ど
に
噛

み
し
め
、
続
い
て
麺
を
す
す

る
と
、
い
っ
そ
う
う
ま
い
。

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

く
収
穫
で
き
る
う
え
、
味
が

一
段
も
二
段
も
う
ま
く
な
る
。

　

そ
ん
な
温
泉
も
や
し
の
傑

作
が
東
北
自
動
車
道
の
大
鰐

弘
前
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

降
り
て
す
ぐ
の
大
鰐
温
泉
に

あ
る
。
津
軽
藩
時
代
か
ら
の

湯
治
場
で
あ
り
、
地
面
か
ら

湧
く
温
泉
で
在
来
種
大
豆
の

も
や
し
を
長
年
育
て
て
き

た
。
現
代
で
は
、
プ
レ
ハ
ブ

ネ
ラ
ル
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
。

　

大
鰐
温
泉
も
や
し
を
地
元

で
食
べ
る
な
ら
、
も
や
し
ラ

ー
メ
ン
が
お
す
す
め
。
そ
れ

も
、青
森
県
が「
百
年
食
堂
」

と
認
定
し
た
、
３
代
、
約
百

年
続
く
大
衆
食
堂
の
味
が
間

違
い
な
い
。
大
鰐
な
ら
「
朝

日
屋
日
景
食
堂
」
だ
。

　

自
慢
は
陸
奥
湾
産
の
い
わ

し
の
焼
干
し
と
北
海
道
の
日

TS名 運行情報センター 食堂・宿泊施設など
札 幌  １２月 ２７日（金） １７：００ ～ １月６日（月） ９：００ 食　堂  １２月 ３１日（火） 15：００ ～ １月２日（木） １０：００

苫 小 牧  １２月 ２７日（金） １７：００ ～ １月６日（月） ９：００ 食　堂  １２月 ３０日（月） ２１：００ ～ １月２日（木） １０：００

青 森  １２月 ２７日（金） １７：００ ～ １月６日（月） ８：３０

仙 台  １２月 ２７日（金） １７：００ ～ １月６日（月） ９：００ 食　堂
シャワー

 １２月 ２８日（土） １５：００ ～ １月６日（月） ８：００
 １２月 ２７日（金） １６：３０ ～ １月６日（月） ９：００

白 河 の 関  １２月 ２７日（金） １７：３０ ～ １月６日（月） ８：３０ コインシャワー・
コインランドリー・休憩室  １２月 ２７日（金） １７：００ ～ １月６日（月） ９：００

茨 城  １２月 ２７日（金） １７：００ ～ １月６日（月） ９：００ 平常通り営業

矢 板  １２月 ２７日（金） １７：００ ～ １月６日（月） ９：００ 食堂・浴室
女性用シャワー  １２月 ２７日（金） ２２：００ ～ １月６日（月） １１：００

大 宮  １２月 ２８日（土） ２０：００ ～ １月４日（土） ８：００ 平常通り営業

東 神  １２月 ３０日（月） 　９：００ ～ １月３日（金） １７：００ 平常通り営業

新 潟  １２月 ２７日（金） １９：００ ～ １月６日（月） ８：００ シャワー  １２月 ２７日（金） １８：３０ ～ １月６日（月） ８：００

金 沢  １２月 ２７日（金） １７：００ ～ １月６日（月） ９：００ 平常通り営業（24時間営業）

浜 松  １２月 ３０日（月） １７：００ ～ １月６日（月） ９：００ 食堂 ･売店
浴室・宿泊・仮眠

 １２月 ３０日（月） １４：００ ～ １月６日（月） １１：００
 １２月 ３０日（月） １０：００ ～ １月６日（月） １２：００

安 城  １２月 ２７日（金） １７：００ ～ １月６日（月） ９：００ 食堂・休憩室・コインシャワー
女性用シャワー・コインランドリー  １２月 ３０日（月） ２１：00 ～ １月４日（土） １０：００

名 古 屋  １２月 ２８日（土） １４：００ ～ １月６日（月） ８：００ 食　堂
宿泊・入浴

 １２月 ２８日（土） １４：００ ～ １月６日（月） ８：００
 １２月 ２８日（土） １０：００ ～ １月６日（月） ８：００

亀 山  １２月 ３０日（月） １４：００ ～ １月６日（月） ９：００
食　堂
売　店

浴室・宿泊・仮眠

 １２月 ３０日（月） １４：００ ～ １月６日（月） １１：００
 １２月 ３０日（月） １４：００ ～ １月６日（月） １０：００
 １２月 ３０日（月） １４：００ ～ １月６日（月） １０：００

彦 根  １２月 ２７日（金） １７：００ ～ １月６日（月） ９：００ 食堂・宿泊・浴室  １２月 ２７日（金） 21：００ ～ １月６日（月） ８：００

大 阪  １２月 ２７日（金） １７：００ ～ １月６日（月） ９：００ 平常通り営業（24時間営業）

奈 良 ・ 針  １２月 ２７日（金） １７：００ ～ １月６日（月） ９：００ 休憩室・コインシャワー・
コインランドリー  １２月 ２７日（金） １７：００ ～ １月６日（月） ９：００

岡 山  １２月 ２７日（金） １６：００ ～ １月６日（月） ９：００ 食　堂
宿泊・シャワー

 １２月 ２７日（金） １４：３０ ～ １月６日（月） １１：００
※ラストオーダー １４：００

 １２月 ２７日（金） １６：００ ～ １月６日（月） ８：００

尾 道  １２月 ２７日（金） １７：００ ～ １月６日（月） ８：００ シャワー・トイレ・洗濯機
コンビニ

 １２月 ２７日（金） １７：００ ～ １月６日（月） ８：００
平常通り営業（24時間営業）

三 次  １２月 ２７日（金） １７：００ ～ １月６日（月） ７：００ 食堂・浴室  １２月 ２８日（土） １４：００ ～ １月６日（月） ７：００

北 九 州  １２月 ２７日（金） １７：００ ～ １月６日（月） ９：００ 休憩室
トイレ・シャワー・コインランドリー

 １２月 ２７日（金） １７：００ ～ １月６日（月） ９：００
平常通り営業（２４時間営業）

鳥 栖  １２月 ３０日（月） １７：００ ～ １月６日（月） ９：００
食　堂

宿　泊

 １２月 ３１日（火） １５：００ ～ １月３日（金） １０：００
◎短縮営業　１月３日（金）、４日（土）１０：００～１５：００
　　　　　　１月５日（日）１０：００～２２：００
 １２月 ３１日（火） １０：００ ～ １月４日（土） ９：００

諫 早  １２月 ２８日（土） ２０：００ ～ １月６日（月） １０：００
食　堂
浴　室
宿　泊

 １２月 ２８日（土） １４：３０ ～ １月６日（月） １０：００
 １２月 ２８日（土） ２０：００ ～ １月６日（月） １２：００
 １２月 ２８日（土） １０：００ ～ １月６日（月） １５：００

大 分  １２月 ２７日（金） １８：００ ～ １月６日（月） ８：００  １２月 ２７日（金） １８：００ ～ １月６日（月） ８：００

宮 崎  １２月 ２７日（金） １７：００ ～ １月６日（月） ９：００ 休憩室・シャワー  １２月 ２７日（金） １７：００ ～ １月６日（月） ９：００

鹿 児 島  １２月 ２７日（金） １７：３０ ～ １月６日（月） ８：３０ 休憩室・コインシャワー  １２月 ２７日（金） １７：３０ ～ １月６日（月） ８：３０

TS名 給油所

岡 山

 １２月 ３０日 （月） １８：00 ～ １月４日 （土）   ８：００
　◎短縮営業

１２月３０日（月）、１月４日（土）８：００～１８：００
１月５日（日）休業

尾 道  １２月 ３１日 （火） １８：００ ～ １月３日 （金） ８：００
三 次  １２月 ２８日 （土） ２０：００ ～ １月６日 （月） ７：００
北 九 州 平常通り営業

⇨ 携帯電話用のトラックステーションリストを作成しま
した。お持ちの携帯電話・スマートフォンのバーコー
ドリーダーを右のQRコードにかざしてください。

※詳細は各運行情報センター等へお問い合わせください。

▷変更の際は、随時全日本トラック協会のホームページにてお知らせします。

TS名 給油所
青 森  １２月 ３１日 （火） １２：００ ～ １月４日 （土）   ８：００
大 宮 平常通り営業

新 潟

 １２月 ３１日 （火） １９：00 ～ １月４日 （土）   ８：３０
　◎短縮営業

１２月３０日（月）、３１日（火）７：００～１９：００
１月４日（土）８：３０～１７：３０
     ５日（日）休業

金 沢

 １２月 ３１日 （火） １７：00 ～ １月３日 （金）   ８：００
　◎短縮営業

１２月２８日（土）８：００～１９：００
１２月２９日（日）８：００～１８：００
１２月３０日（月）、３１日（火）　８：００～１７：００
１月３日（金）、４日（土）、５日（日）　８：００～１７：００

浜松TS

大分TS

大宮TS

（公社）全日本トラック協会施設事業部 （令和元年11月27日現在）TS 年　末　年　始　休　業　案　内
（令和元～2年）

トラックステーション全国27か所に
設置されたTS
安全運行のお手伝い
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▼
私
の
右
側

で
、「
今
日

は
上
が
高
い

な
」と
再
度
、

血
圧
測
定
器

に
右
腕
を
入
れ
る
男
性
。
診
察
前
に
自

身
で
行
う
血
圧
測
定
で
、
最
高
血
圧
の

数
値
が
高
く
、
思
わ
ず
出
た
呟
き
で
し

た
。
男
性
は
２
回
目
の
血
圧
の
数
値
に

満
足
し
て
受
付
を
済
ま
せ
、
待
合
室
の

長
椅
子
に
安
堵
し
た
表
情
で
腰
を
下
ろ

し
ま
し
た
。
▼
か
く
言
う
私
も
、
１
回

目
の
血
圧
測
定
の
数
値
「
最
高
１
５
５

―
最
低
82
」
に
納
得
せ
ず
、
先
程
の
男

性
を
真
似
し
て
再
度
、
測
定
を
行
い
ま

し
た
。
す
る
と
、
男
性
の
後
に
隣
に
座

っ
た
お
ば
あ
さ
ん
が
、「
２
回
測
っ
て
も

あ
ま
り
変
わ
り
ゃ
せ
ん
」
と
暗
示
し
た
、

そ
の
言
葉
通
り
の
結
果
に
。
高
目
の
結

果
を
も
っ
て
受
付
を
す
る
と
、
診
察
前

に
看
護
師
に
呼
ば
れ
、
再
度
血
圧
測
定

す
る
羽
目
に
な
り
苦
笑
し
ま
し
た
。
▼

測
定
後
に
長
椅
子
に
腰
掛
け
、
江
戸
時

代
の
市
井
の
人
々
の
人
生
模
様
を
巧
み

に
描
く
私
の
好
き
な
作
家
、
髙
田
郁
著

『
銀
二
貫
』
を
読
ん
で
い
る
と
、
看
護

師
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
、
森
野
医
師
の

待
つ
２
番
診
察
室
に
入
り
ま
し
た
。「
両

手
を
真
っ
直
ぐ
に
伸
ば
し
手
の
ひ
ら
を

上
に
、
両
目
を
閉
じ
て
背
筋
を
伸
ば
し

て
」
な
ど
、
簡
単
な
動
作
確
認
の
後
に

診
察
に
入
り
ま
し
た
。
▼
東
京
や
群
馬
、

栃
木
な
ど
の
遠
方
か
ら
埼
玉
北
部
の
こ

の
脳
神
経
外
科
病
院
に
患
者
が
多
数
来

院
す
る
の
は
、
脳
疾
患
に
係
る
専
門
医

の
数
や
質
が
充
実
し
て
い
る
か
ら
で
し

ょ
う
。
私
が
入
院
・
手
術
し
た
の
は
45

歳
と
51
歳
の
時
で
し
た
の
で
、
２
回
目

の
手
術
か
ら
は
も
う
10
年
以
上
が
経
っ

て
い
ま
す
。
以
前
は
受
付
を
し
て
か
ら

会
計
・
お
薬
を
貰
う
ま
で
に
２
時
間
以

上
は
当
た
り
前
で
し
た
が
、
今
や
１
時

間
を
切
る
ま
で
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

▼
そ
う
こ
う
す
る
中
、
救
急
車
が
到
着

し
、
急
患
が
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に
乗
せ

ら
れ
慌
た
だ
し
く
処
置
室
に
入
っ
て
行

き
ま
し
た
。
救
急
車
に
乗
っ
た
こ
と
は
一

度
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
乗
し
て
い
た

家
族
が
処
置
室
の
前
で
う
つ
む
き
、
両

手
を
組
む
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
病
院

に
来
る
と
、
そ
の
独
特
の
雰
囲
気
に
包

み
込
ま
れ
、
改
め
て
「
何
よ
り
も
健
康

が
第
一
」
と
感
じ
る
次
第
で
す
。
▼
ま

れ
に
、
入
院
当
時
に
同
室
だ
っ
た
栃
木

の
小
林
さ
ん
に
院
内
で
ば
っ
た
り
出
会

う
こ
と
が
あ
り
、
入
院
中
は
お
互
い
に

励
ま
し
合
っ
た
「
同
期
の
桜
」
の
よ
う

な
間
柄
か
ら
か
、
言
い
知
れ
ぬ
安
堵
感

に
浸
り
ま
す
。
毎
月
通
う
病
院
に
は
、

そ
の
都
度
来
院
者
に
変
化
が
あ
り
、
戒

め
と
と
も
に
新
た
な
発
見
が
あ
り
ま

す
。
▼
今
年
は
元
号
が「
平
成
」か
ら「
令

和
」
に
代
わ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
令
和

元
年
も
あ
と
１
か
月
余
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
年
の
苦
労
を
忘
れ
る
意
味
も

込
め
て
の
「
忘
年
会
」
も
、
昨
今
で
は

そ
の
状
況
が
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。

時
代
の
流
れ
を
反
映
し
て
、
会
社
全
体

か
ら
部
署
ご
と
に
、
さ
ら
に
少
人
数
で

行
う
の
が
最
近
の
主
流
だ
と
の
こ
と
で

す
。
▼
鎌
倉
、
室
町
時
代
に
貴
族
が
年

の
瀬
に
連
歌
会
を
催
し
、
和
歌
を
詠
み

な
が
ら
風
情
を
楽
し
ん
だ
の
が
、
忘
年

会
の
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
日
本
で
は
、
昭
和
40
年
代
の

高
度
経
済
成
長
期
を
境
に
し
て
忘
年
会

が
年
末
の
一
大
行
事
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。
▼
年
の
瀬
の
「
忘
年
之
交
」（
忘
年

の
交
わ
り
）
は
、「
長
幼
の
序
を
忘
れ
た

交
遊
」
と
い
う
本
来
の
意
味
通
り
、
私

に
と
っ
て
貴
重
な
人
と
人
と
の
交
わ

り
、
繋
が
り
に
ほ
か
な
ら
ず
、
大
切
な

公
的
・
私
的
行
事
で
す
。
12
月
は
平
月

に
比
べ
よ
り
多
忙
を
極
め
ま
す
が
、
体

力
勝
負
で
ア
フ
タ
ー
フ
ァ
イ
ブ
を
乗
り

切
る
覚
悟
で
す
！ 

（
山
崎
薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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トラガールファイル

　トラック運送業界で様々な
仕事に携わる女性をとりあげ
るこのコーナー。第24回目
は、　「一般貨物輸送ドライ
バー（2・4・10トン車）」
のお仕事です。日豊輸送㈱
（宮崎県東諸県郡）の黒
木しおりさんが登場します。

　トラック運送業界で様々な
仕事に携わる女性をとりあげ
るこのコーナー。第24回目
は、　「一般貨物輸送ドライ
バー（2・4・10トン車）」
のお仕事です。日豊輸送㈱

木しおりさんが登場します。
第24回 「一般貨物輸送ドライバー（2・4・10トン車）」黒木 しおりさん（日豊輸送㈱・宮崎県）

6:00
出社。車両点
検（写真①）と
アルコールチェッ
ク（写真②）な
どの乗務前点呼
を行った後、会
社近くの倉庫で
フォークリフトによ
るガラスの積み
込み作業を行う。

6:40
会社を出発（写
真③）。同じ国
富町内の工場
へガラスを運ぶ。

7:00
工場着。荷降ろ
しを行う。

※上記ガラス輸送を4往復行う

10:50
４往復目のガラス荷降ろしが完了。宮崎市に向け移動する
（写真④）。

11:40
午後便の積み込み先である宮崎市内の食品会社に到着。ラ
ーメンや油などの食品類をパレットに載せ、ラップ巻きを行う。

12:00
昼食休憩。お昼はコンビニエンスストアでおにぎりなどを買っ
て食べることが多いという。

13:00
積み込み作業開始。ハンドリフトを使用し、トラックにパレット
を積み込んでいく。

13:30
積み込み完了後、都城市の荷降ろし先へ出発。

14:40
荷降ろし先の物
流センターに到着
（写真⑤）。フォ
ークリフトで荷降ろ
し作業を行う。

15:00
荷降ろし完了後、会社へ向け出発。

16:20
帰社。持ち帰った
パレットを荷台から
フォークリフトで降
ろし（写真⑥）、
社内の給油所で
給油を行う（写
真⑦）。

16:40
日報整理と帰庫時点呼（写真⑧）を行った後、退社。

黒木さんのある１日の仕事の流れ

兄と夫の姿に憧れミシンオペレーターから異色の転身
「全くの未経験」から2・4・10トン車を華麗に操るドライバーに！

・ 高校卒業後、縫製業に10 年以上従事し、ベビー服・スポー
ツウエアなどのミシンオペレーターとして勤務。
・ ２人の娘（21 歳・19 歳）の母。趣味は洋裁で、縫製業への
就職に活かされたほか、娘たちが小さい頃は洋服を自作してい
たという。

・ トラックドライバーの兄（同社で長距離ドライバーとして活躍中）
と夫の影響でトラックドライバーの仕事に興味を抱くようになる
が、30 歳の時に夫と死別。長女が高校に進学したタイミングで
大型免許取得および転職活動を行い、５年前に同社へ入社。

・ この日行っていた10トン車による運行のほか、２・４トン車でス
ーパーマーケットの催事商品を九州各地に運ぶ運行や雑貨輸
送、引越輸送などを担当。

・ 休日の過ごし方は、「自宅で飼いネコとのんびり過ごして英気を
養っています」。

 担当業務：2・4・10トン車による一
般貨物輸送

 勤続年数： 5 年
 取得資格：大型自動車免許、フォーク

リフト運転技能講習修了

黒木さんはこんな人！
　入社から5 年経
って一通り仕事を覚
え、2・4・10トン
と多様なトラックに
乗務して、幅広い
運行をバリバリこな
してくれています。
先輩や周囲の人に
も可愛がられており、あらゆる仕事を任せられるドライ
バーに成長してくれました。（野上勝利運輸部長）

黒木さんは日々、どのような「トラガールのお仕事。」に携わっ
ているのでしょうか。お仕事に1日密着させていただきました。

日豊輸送 株式会社
［代表取締役　髙石 淳一］

本社所在地 宮崎県東諸県郡国富町本庄 535
資本金 4,400 万円
設　立 昭和 24 年 8月17日
従業員数 107 人（ドラｲバー90 人、うち女性 3人）
車両数 95 台

老若男女問わず活躍できる職場づくり
秘訣は「あらゆるドライバーに配慮した環境整備」 

髙石社長に
訊く！

　女性３人を含む21歳から65歳までのドライバーが活躍する当社では、
体力差や性差に配慮した「老若男女問わず活躍できる会社づくり」を行
っています。「普通免許で乗務できる1.8トン車」や「大型免許取得支
援制度」を整備し、普通免許のみで入社しても、定着・ステップアップし
ていけるしくみを整えており、それを活かして今後は新卒採用を行いたいと考えて
います。女性ドライバーの採用は30 年ほど前から行っています。女性や高齢者
をはじめ、多様な人材を採用するには、環境整備が必要不可欠です。積み降ろ
しを手積みからリフトに変更したり、
パワーゲート車やテールゲートリフタ
ーを導入したりしてドライバーの体の
負担軽減を図っているほか、ホーム

ページでは、①女性ドライバーが定着していること、②インタン
ク、③雨にぬれずに作業ができる屋根の大きなプラットフォーム、
④大型車も洗車できる自動洗車機、⑤大型免許・リフト資格
の取得助成金制度――といった、ドライバーにとって魅力的な
ポイントをアピールし、採用に繋げています。

黒
く ろ ぎ

木 しおりさん

髙石　淳一
代表取締役

 トラックドライバーに転身するまでの経緯を教えてください。
　子どもの頃
から車が好き
で、普通免許
も 18 歳です
ぐに取得しま
した。兄も夫
もトラックドラ
イバーだった
影響で、以前
からトラックを
身近に感じて
いました。「本
当にトラックド
ライバーにな
ろう」と考え
たのは、長女が高校に入り、育児に手がかからなくなったタ
イミングでした。娘たちも「お母さんのしたいことをしてい
いよ」と応援してくれていたので、とてもうれしかったです。
　普通免許（限定中型）しかもっていなかったので、もし採
用されたとしても、乗務できるトラックは４トン車まででした。
兄が勤務していた当社には、兄を通じて応募しましたが、当
時の当社の４トン車による運行は、女性には厳しい手荷役を
伴う業務ということでいったんお断りされました。
　しかし、トラックドライバーになりたいという思いは強く、大
型免許を取得して転職活動を行っていましたが、初心者の女
性を採用してくれる会社はありませんでした。１年が経ち、「も
う諦めて縫製業の仕事に戻ろうかな」と思っていたころ、私
が大型免許を取得したことを知っていた当社から、地場の大
型ドライバーの枠が空いたからと声をかけていただき、入社で
きることになりました。
　入社後は、研修を３週間じっくり受けてから独り立ちしまし
た。全くの初心者で入社したので、右も左も、何も分からな
い私を一から根気強く指導して、トラックドライバーのいろは
を叩き込んでくださった先輩方には感謝しかないです。１年
前には念願だったフォークリフトの資格も取得し、担当できる
運行の幅が広がり、日々充実しています。
　この仕事に就く前、「トラックドライバーっていいな。なって
みたいな」という話をしていた時、兄は応援してくれましたが、
死別した夫は生前ずっと「やめておけ」と反対していました。
夫が今の私の姿を見たら、「５年もドライバーが務まるとは」
とびっくりするのではないでしょうか（笑）。娘２人はともに
社会人で、家を出て生活していますが、折に触れて連絡をく
れるなど、気を遣ってくれています。家族の後押しと理解が

あるからこそ、好きな仕事を続けられています。

 運行時に気を付けていること、トラックドライバーになってよか
ったことは何ですか。
　運転中に最も気を遣うのは、曲がり角や交差点です。軽ト
ラックや自転車を押す高齢者が思いがけないところから飛び
出してくるケースがあるので、しっかりと目を配り、交通事故
を起こさないように、また急ブレーキを踏んで荷崩れを起こ
すことのないように細心の注意を払っています。
　「トラックドライバーになってよかったな」と思うことは、街
中で知らない人から温かい声をかけてもらえることです。大
きいトラックに女性が乗っているということに驚いて声をかけ
てくれるお年寄りの方が多く、夫を亡くした後に女手一つで
子どもを育てたことなどをお話ししたら、涙ぐみながら「が
んばってね」と応援してくださったことがあり、泣きそうにな
るぐらいうれしかったです。そういうふうに声をかけてもらえ
ると、心から「仕事をがんばろう！」と思えます。自分が好き
でやっているトラックドライバーという仕事は、とてもやりがい
のある仕事ですし、それを街行く人に応援してもらえるなん
て、トラックドライバー冥利に尽きる、幸せなことです。

 トラックドライバーに興味がある女性へのメッセージをお願い
します。
　当社には私を含め３人の女性ドライバーが在籍しています
が、全員担当する運行が違うので、普段は全然会うことがで
きません。そこで最近、３人の休みの予定を合わせて女子会
を企画し、食事をしました。やっとゆっくり話をすることがで
きて、とても楽しかったですね。もっと女性ドライバーが増え
たらいいなと思っているので、「トラックドライバーをやってみ
たいけど不安だな」と思っている女性がいたら、「もし少しで
も興味があるなら、絶対にやってみたほうがいい」と声をか
けたいです。全
くの未経験から
大型車に乗務し
た私に言えるの
は、「最初は怖い
かもしれないけ
ど、勇気を出して
やってみれば絶
対に運転もうまく
なるから、まずト
ラックに乗ってみ
て！」ということ
です。

interview！ 憧れの天職は「街行く人に応援してもらえる、やりがいある仕事」

今後の夢は、「長距離ドライバーになることと、けん引
免許の取得」と語る黒木さん

後輩女性ドライバーの小野田志穂（おのだしほ）さ
ん（写真㊨）いわく「黒木さんは楽しい先輩です！」


